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毅公共下水道事業特別会計繰出金 … 3億5,996万円

毅小山広域保健衛生組合負担金 …… 3億5,649万円

毅常備消防委託 ……………………… 2億3,764万円

毅障がい者自立支援給付事業 ……… 1億8,407万円

毅国民健康保険特別会計繰出金 …… 1億7,423万円

毅介護保険特別会計繰出金 ………… 1億7,370万円

毅児童手当支給 ……………………… 1億6,710万円

毅老人保健特別会計繰出金 ………… 1億4,081万円

毅次世代育成支援対策施設整備補助金 … 1億9,297万円

毅保育所運営事業 …………………… 1億9,047万円

毅文化会館管理運営委託事業 ……… 1億8,821万円

毅ごみ収集運搬委託等事業 ………… 1億5,855万円

主な事業の決算

　
９
月
に
開
か
れ
た
、
町
議
会
定
例
会
で
、
平
成

　
年
度
各
会
計
の
決
算
が
審
議
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
認

１９定
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入
が
　
億
５
６
９
４

６４

万
１
１
４
２
円
、
歳
出
が
　
億
４
６
２
８
万
６
８

５９

０
２
円
と
な
り
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は
５
億
１
０

６
５
万
４
３
４
０
円
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
２

億
８
千
万
円
を
財
政
調
整
基
金
に
繰
入
れ
ま
し
た
。
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基金現在高
金　　　額基　　　　金　　　　名

11億9,078万円財政調整基金

968万円災害基金

7,826.45㎡土地開発基金（土地㎡）

4億0,611万円土地開発基金

1億5,094万円義務教育施設整備基金

1億3,840万円公共施設整備基金

1億0,249万円まちづくり基金

6,297万円減債基金

2億2,644万円地域福祉基金

8,866万円介護保険給付費準備基金

23億7,647万円合　　　　　　　　　計

財産現在高
建物（釈）土地（釈）区　　　　　　分

4,74324,307本 庁 舎

1,0293,218警察（消防）施設その他の

公共施設 4594,925その他の施設

47,905214,477学 校

公 共 用

財 産

4982,084公 営 住 宅

415242,630公 園

22,094303,175その他の施設

95090,314山 林 ・ そ の 他

78,093885,130合　　　　　　計

公債現在高
金　　　額事　業　債　名

41億0,268万円一 般 会 計 事 業 債

5億3,294万円農業集落排水事業債

42億6,556万円下 水 道 事 業 債

11億5,616万円水 道 事 業 債

100億5,734万円合　　　計

１人当たりに

使われたお金

１人当たりが

負担した町税

民生費

53,051円

町民税

78,331円

教育費

36,031円

固定資産税

68,263円

土木費

28,790円

町たばこ税

6,423円

総務費・衛生費・公債費他

110,026円

軽自動車税

1,257円

平成20年３月31日住基人口26,092人より計算

平成20年9月30日現在

平成20年9月30日現在

平成20年9月30日現在



（4）

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は
？

　
決
算
で
は
主
に
１
年
間
の
歳
入
と

歳
出
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
て
き
ま

し
た
が
「
町
は
財
産
を
ど
れ
く
ら
い

持
っ
て
い
る
？
」
「
借
入
金
は
ど
れ

く
ら
い
あ
る
？
」
と
い
っ
た
疑
問
に

答
え
る
一
つ
の
資
料
と
し
て
、　

年
14

度
決
算
か
ら
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作

成
し
て
い
ま
す
。

　
　
年
3
月
　
日
現
在
で
町
が
持
っ

２０

３１

て
い
る
財
産
と
そ
の
財
産
を
取
得
す

る
た
め
に
ど
ん
な
財
源
が
充
て
ら
れ

た
か
を
把
握
で
き
る
も
の
で
す
。
用

い
た
デ
ー
タ
は
総
務
省
で
実
施
し
て

い
る
「
地
方
財
政
状
況
調
査
」
の
昭

和
　
年
度
以
降
の
一
般
会
計
の
数
値

４４
を
使
っ
て
い
ま
す
。

資
産
合
計
は
約
2
7
９
億
円

※町民一人当りの金額は、バランスシートの金額を基準日（平成20年３月31日）の住基
　人口26,092人で算出しています。

　
資
産
合
計
は
約
2
7
９
億
円
、
負

債
合
計
は
約
　
億
円
、
正
味
資
産
は

６５

約
2
１
５
億
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
正
味
資
産
は
国
や
県
の
支
出
金
と

町
税
な
ど
一
般
財
源
を
費
や
し
た
価

額
で
今
後
返
済
の
必
要
が
な
い
純
粋

な
資
産
分
を
意
味
し
て
い
ま
す
。
町

民
一
人
当
り
に
換
算
す
る
と
　
万
３

８２

０
６
９
円
と
な
り
ま
し
た
。

「
資
産
の
部
」

　
町
が
保
有
し
て
い
る
施
設
や
道
路
、

車
両
、
基
金
、
現
金
な
ど
の
財
産
。

「
負
債
の
部
」

　
主
に
資
産
を
取
得
す
る
た
め
に
使

っ
た
財
源
で
、
こ
れ
か
ら
返
済
す
る

必
要
が
あ
る
も
の
。

　
退
職
給
与
引
当
金
は
資
産
の
取
得

の
た
め
に
使
っ
た
も
の
で
は
な
く
将

来
の
支
払
い
に
備
え
る
も
の
。

「
正
味
資
産
の
部
」

　
資
産
を
取
得
す
る
た
め
に
使
っ
た

財
源
で
、
こ
れ
か
ら
返
済
す
る
必
要

が
な
い
も
の
。

　
一
般
財
源
等
と
は
町
税
や
地
方
交

付
税
な
ど
の
こ
と
。

一般会計バランスシート

貸　　　　　方
町民一人当り（円）全体（千円）負債の部

 

152,947

0

7,338

7,338

75,648

0

235,933

 

3,990,703

0

191,457

191,457

1,973,800

0

6,155,960

１．固定負債

　敢地方債

　柑債務負担行為

　　①物件の購入等

　　②債務保証

　　　又は損失補償

　　債務負担行為計

　桓退職給与引当金

　棺その他

　固定負債計

 

11,999

0

11,999

247,932

 

313,069

0

313,069

6,469,029

２．流動負債

　敢翌年度償還予定額

　柑翌年度繰上充用額

　流動負債合計

　

　負債合計

町民
一人当り（円）全体（千円）正味資産の部

 85,570

52,497

685,002

823,069

 2,232,691

1,369,754

17,873,083

21,475,528

１．国庫支出金

２．県支出金

３．一般財源等

　正味資産合計

1,071,00127,944,557負債・正味資産合計

借　　　　　方
町民一人当り（円）全体（千円）資産の部

 
117,808
15,678
33,631

0
21,478
385

206,669
4,664

489,694
78

890,085
238,609

 
3,073,847
409,076
877,506

0
560,401
10,031

5,392,412
121,694

12,777,088
2,046

23,224,101
6,225,774

１．有形固定資産
　敢総務費
　柑民生費
　桓衛生費
　棺労働費
　款農林水産業費
　歓商工費
　汗土木費
　漢消防費
　澗教育費
　潅その他
　有形固定資産合計
     （うち土地）

 
12,427
2,993

24,045
24,010

0
48,055
49,850
113,325

 
324,249
78,089

627,393
626,470

0
1,253,863
1,300,686
2,956,887

２．投資等
　敢投資及び出資金
　柑貸付金
　桓基金
　　①特定目的基金
　　②土地開発基金
　　③定額運用基金
　　基金計
　棺退職手当組合積立金
　投資等合計

 
 

34,866
2,412
19,580
56,858

10,410
323

10,733
67,591

 
 

909,722
62,933
510,882
1,483,537

 
271,614
8,418

280,032
1,763,569

３．流動資産
　敢現金・預金
　　①財政調整基金
　　②減債基金
　　③歳計現金
　　現金・預金計
　柑未収金
　　①地方税
　　②その他
　　未収金計
　流動資産合計

1,071,00127,944,557資産合計

※町民一人当りの金額は、バランスシートの金額を基準日（平成20年３月31日）の住基
　人口26,092人で算出しています。
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公営企業会計(消費税含）

差 引歳 出歳 入事 業 名

水 道 事 業

1,887万円3億3,495万円3億5,382万円・収益的収支

賛1億2,845万円2億1,642万円8,797万円・資本的収支

※資本的収入額が資本的支出額に対し不足する1億2,845万円は、当年度分損益勘定留保資金9,712万円のほか、
　過年度分損益勘定留保資金繰越金3,133万円で補てんしました。

毅 毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅

(財)施設振興事業団

差 引歳 出歳 入会 計 名

0万円2,355万円2,355万円一 般 会 計

0万円1億0,175万円1億0,175万円文化事業特別会計

0万円5,961万円5,961万円健康センター特別会計

0万円1億8,491万円1億8,491万円総 合 計

毅 毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅

特別会計

差 引歳 出歳 入事 業 名

9,814万円23億2,181万円24億1,995万円国民健康保険

4,387万円15億6,489万円16億0,876万円老 人 保 健

2,053万円10億9,250万円11億1,303万円介 護 保 険

189万円6,206万円6,395万円農業集落排水事業

924万円11億0,458万円11億1,382万円公共下水道事業

毅 毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅

毅 毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅毅

保 険 給 付 額保 険 税 負 担 額区 分

国民健康保険税負担額

及び給付状況

166,870円100,819円一 般 被 保 険 者
1 人 当 り

271,235円102,718円退職被保険者等

253,554円153,192円一 般 被 保 険 者
1世 帯 当 り

624,426円236,474円退職被保険者等
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　「辛酸亦入佳境（何事もすべてを打ち込んで事にあたれば、苦労もかえってよ

ろこびになる）」。自らを「下野の百姓」と名乗る田中正造の深い悟り。９月２０日、

ドキュメンタリー映画「赤貧洗うがごとき―田中正造と野に叫ぶ人々―」の上映

会がエニスホールで開催された。午前と午後の２回の上映を、併せて約５００人

が鑑賞した。この上映に携わったスタッフのひとりとして、感想を記す。

　我が野木町の西部に広がる渡良瀬遊水地。関東平野の真ん中に位置し、面積

は約３３平方キロで東京ドーム７００個分。栃木県域が大部分を占めるが、群馬、埼

玉、茨城の三県域も入り組んでいる。近年は、スポーツやレジャーなどの憩い

の場としても利用されている。

　この地に１０２年前まで、「谷中村」と呼ばれた村があった。村は、西南を渡良瀬

川、東北を 巴波 川、思川が流れ、西北には赤麻沼が広がり、水に囲まれた村で
うずま

あった。たびたび襲う洪水は一方では肥沃な土を運んでくれた。村は、自然の

恵みを享受した豊かな所だった。しかし上流の足尾銅山から流出する鉱毒は、

村を深刻な被害地に変えた。魚類は絶え、河川氾濫により土壌が汚染され、作

物も実らなかった。事件は当時の社会の関心を集めこそしたが、政府はこの地

を遊水地化し、治水問題として解決を図ろうとしてきた。河川氾濫の防止策と

しての遊水地と引き換えに、廃村に追い込まれていったのが谷中村だ。

　衆議院議員田中正造は明治２４年、国会で初めて鉱毒問題を取り上げた。以後

絶命するまで政府や足尾銅山の責任を追及した。この映画は、青年時代のエピ

ソードや彼と行動を共にした人たちの証言や残存する資料などをもとに、年代

ごとに彼の生き様を丁寧に描いていた。戦後日本の経済至上主義の中、水俣病

やイタイイタイ病などの公害問題が次々に発生し、残念ながら足尾鉱毒問題の

教訓は現代に活かされることはなかった。今や、公害問題をはじめとする環境

問題は、人類が克服すべき最大のテーマだ。

　ラストシーンが印象的だった。議会を揺るがした「亡国演説」による政府への

政策批判、世論喚起のために死を覚悟して起こした天皇への直訴事件、数度に

わたる請願権の行使などで鉱毒問題解決のために奔走した正造は、「教育が足ら

なかった。村民に対して…。そして何より田中自身の教育が…」との言葉を残

し波乱万丈の７２年の生涯を閉じた。死を目前にしてもなお、この国の現状と行

く末を憂えていたのであろう。鉱毒問題を解決に導くことができなかったこと

に対する無力感。そして谷中の廃村を止めることができなかったことへの無念

さを残しながらの辞世の言葉であったように私には受け取れた。そして権力に

対して敢然と立ち向かうその姿勢と行動力に感動した。彼のような政治家が我

が郷土に実在していたことに誇りを感じた。今、彼のような政治家が実在して

いたら日本はどうなっているだろうと考えたら誠に興味津々。きっと環境問題

などに一石を投ずる役回りをしていることだろう。私を捨てて難題に立ち向か

う真に気骨のある政治家の出現を待望してやまない。

　「真の文明は山を荒らさず、川を荒らさず、村を破らず、人を殺さざるべし」

―田中正造

「辛酸亦入佳境」

（しんさんまたかきょうにいる）
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月月月月月月月月月月 日日日日日日日日日日でででででででででで　　月　　日ですすすすすすすすすすす1111111111111111111111 1111111111166666666666 野野野野野野野野野野木木木木木木木木木木町町町町町町町町町町選選選選選選選選選選挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙管管管管管管管管管管理理理理理理理理理理委委委委委委委委委委員員員員員員員員員員野木町選挙管理委員会会会会会会会会会会会

日
　
程

　
投
票
日
時
　
　
月
　
日
（
日
）

１１

１６

　
　
　
　
　
　
午
前
7
時
～
午
後
8
時

　
告
示
日
　
　
　
月
　
日
（
木
）

１０

３０

纂
野
木
町
で
投
票
で
き
る
方

　
今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
の
は
、
次
の
方
で
す
。

　
年
　
齢
　
昭
和
　
年
　
月
　
日
以
前
に
生
ま
れ
た
方

６３

１１

１７

　
住
　
所
　
平
成
　
年
７
月
　
日
以
前
に
野
木
町
に
転
入

２０

２９

届
を
し
た
方
で
、
引
き
続
き
住
所
の
あ
る
方

纂
最
近
転
入
さ
れ
た
方
は
ご
注
意
を
外

産
栃
木
県
内
の
別
の
市
町
か
ら
平
成
　
年
７
月
　
日
以
降

２０

３０

に
野
木
町
へ
転
入
（
１
回
限
り
）し
た
方

　
栃
木
県
知
事
選
挙
は
、
前
住
所
地
の
選
挙
区
で
投
票
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
次
の
書
類
の

い
ず
れ
か
１
つ
が
必
要
で
す
。

　
①
引
き
続
き
栃
木
県
の
区
域
内
に
住
所
を
有
す
る
旨
の

証
明
書
（
無
料
）

　
②
住
民
票
の
写
し
（
①
の
証
明
書
の
代
わ
り
に
発
行
す

る
場
合
は
無
料
）

　
①
・
②
と
も
町
役
場
住
民
課
窓
口
で
発
行
し
ま
す
。

こ
う
し
た
書
類
を
前
住
所
の
投
票
所
の
受
付
に
示
せ
ば

投
票
で
き
ま
す
。

期
日
前
投
票
を
す
る
場
合
も
同
じ
で
す
。
郵
送
に
よ
る

投
票
も
あ
り
ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

産
栃
木
県
以
外
の
県
か
ら
平
成
　
年
７
月
　
日
以
降
に
転

２０

３０

入
し
た
方

　
今
回
の
選
挙
は
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

「
一
票
に託

す
栃
木
の
　

明
る
い
未
来
」
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栃栃栃栃栃栃栃栃栃栃木木木木木木木木木木県県県県県県県県県県知知知知知知知知知知事事事事事事事事事事選選選選選選選選選選栃木県知事選挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙ののののののののののの投投投投投投投投投投票票票票票票票票票票日日日日日日日日日日投票日ははははははははははは
纂
期
日
前
投
票

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
理
由
で
投
票

所
へ
行
け
な
い
場
合
は
、
投
票
日
前
に
期
日
前
投
票
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
期
日
前
投
票
を
行
う
日
に
選
挙
人

名
簿
登
録
者
で
満
　
歳
に
な
ら
な
い
方
は
、
不
在
者
投

２０

票
が
で
き
ま
す
。

投
票
期
間
・
時
間

　
　
月
　
日
（
金
）～
　
月
　
日
（
土
）

１０

３１

１１

１５

　
午
前
8
時
　
分
～
午
後
8
時
（
土
・
日
曜
日
も
同
じ
）

３０

投
票
所
　
役
場
本
館
1
階
会
議
室

持
参
す
る
も
の
　
入
場
券
（
届
い
て
い
る
場
合
）

※
投
票
所
入
場
券
の
発
送
は
、
法
律
に
よ
り
告
示
日
後
と

な
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　
町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
町
総
務
課
内
）

撒
（
　
）4
1
1
4

５７
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第10回町混合 

バドミントン大会

期　日　１２月７日（日）

会　場　町体育センター

参加資格　町在住在勤者

　　　　　町クラブ所属者

　　　　　協会が認めた者

申込期間　１１月１０日～３０日

抽選会　１２月２日（火）　町公民館

問表寺昭雄　　　　　　撒（５５）２４３０

　松原正代　　　　　　撒（５７）９２０９

第31回町長杯 

バレーボール大会

期　日　１１月１６日（日）

会　場　町体育センター

参加資格　町在住在勤者

申込期間　１１月４日～１１日

抽選会　１１月１１日（火）　町公民館

問渋谷友子　　　　　　撒（５７）０１６２

第31回 

町剣道選手権大会

期　日　１２月２3日（火・祝）

会　場　野木第二中武道館

参加資格　町在住在勤者

種　目　小学１・２年の部

　　　　小学３・４年の部

　　　　小学５・６年の部

　　　　中学男子の部・女子の部

　　　　一般男子の部・女子の部

参加料　１人１００円

申込期限　１２月１１日

問岩崎統一　　　　　　撒（５６）１２７４

第5回町バスケット

ボール秋季大会

期　日　１１月９日（日）

会　場　野木中新体育館

問田村勝美　　　　　　撒（５７）１１８５

おはなし会

■

日　時　１１月７日（金）

　　　　午前１１時～１１時３０分

会　場　１階おはなしコーナー

対　象　幼児

ボランティア団体　グレース森

■

日　時　１１月１１日、１８日、２５日（火）

　　　　午前１１時～１１時２０分

会　場　１階おはなしコーナー

対　象　幼児

ボランティア団体　ピノキオ

■

日　時　１１月１５日（土）

　　　　午後２時～２時３０分

会　場　１階おはなしコーナー

プログラム　絵本と紙しばい　他

対　象　４歳位から小学生

図書館職員

学校移動図書館

　ひまわり号で、各小学校を巡回し

ています。一般の方へも貸し出しま

すのでご利用ください。

　ただし、児童書が中心でビデオテ

ープの貸し出しは行っていません。

１１慨７　友沼小　　１３:１０～１４:１０

１１慨１１　佐川野小　１３:１５～１４:００

１１慨１２　南赤塚小　１３:００～１４:００

１１慨１４　新橋小　　１３:２０～１４:２０

１１慨２１　野木小　　１３:００～１４:３０

こども映画会

「ミッキーたちのパーティー」

日　時　１１月２２日（土）

　　　　午後２時～２時４５分

会　場　２階ホール

対　象　５歳以上

新着図書案内

＜一般書＞

産ラブコメ今昔　　　　　（有川浩）

産ひかりの剣　　　　　　（海堂尊）

産９.１１倶楽部 　　　　　　（馳星周）

産剣客春秋青蛙の剣　　　（鳥羽亮）

産いっちばん　　　　　　（畠中恵）

産息を吸って吐くように目標達成

できる本　　　　　　　（和田裕美）

産日本の歴史　８　　　（山田邦明）

産地球最後のオイルショック

（デイヴィッド　ストローン）

＜児童書＞

産崖の上のポニョ　　（小学館出版）

産若おかみは小学生外ＰＡＲＴ12

（令丈ヒロ子）

産らくだい魔女とゆうれい島

（成田サト子）

文学散歩

～池波正太郎記念文庫を訪ねて～

日　時　　１１月１３日（木）

　　　　　午前８時出発

見学先　　台東区立図書館

交通手段　町有バス

案　内　　区立図書館職員

対　象　　町在住者

定　員　　先着１８名

参加費　　２５００円

　　　　　（昼食代、高速料等）

※昼食は浅草ビューホテルのバイキ

ングになります。

申込期間　１１月１日～８日

申込方法　参加料を添え図書館へ

　　　　　（電話は不可）
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いきいきセカンドライフ

～おとなの自由時間～

　何かと慌ただしい日常を送るなか

で、自由な時間に幸せな瞬間をもた

らす。そんな講座を開催します。

　この機会に自分の世界が広がる感

じを味わってみませんか。

日時・内容・講師　プログラム参照

場　所　町公民館　他

受講料　15００円

対　象　町在住在勤者

募集人員　先着２０名

申込期間　１１月４日～１４日

申込方法　受講料を添え町公民館へ

問町公民館　　　　　　撒（５７）４１８８

生涯学習講演会

　「生涯学習まちづくり」を推進する

ために、講演会を開催します。今回

は、ＮＨＫ大河ドラマ「翔ぶが如く」

や「琉球の風」「篤姫」の時代考証を担

当している原口泉さんをお招きしま

す。どなたでも参加できますので、

皆様のご来場お待ちしています。

日　時　１２月７日（日）

時　間　午前１０時３０分～

　　　　（午前１０時開場）

会　場　エニスホール

演　題　「徳川を守り抜いた篤姫の生涯」

講　師　

　鹿児島大学法文学部人文学科教授

　　　　　　　　　　原口　泉さん

入場無料

問町生涯学習課　　　　撒（５７）４１８８

パソコン・サロン

　１１月はワードで作る年賀状特集

日　時　１１月１３日（木）

　　　　午後１時～４時

　　　　１１月１５日（土）

　　　　午前９時３０分～１１時３０分

場　所　町公民館２階第４研修室

申込不要

※日程変更もありますので、町公民

館掲示板で確認するか、問い合わせ

ください。

問町公民館　　　　　　撒（５７）４１７７

元気の出るスポーツ事業

１才から３才の 

リトミック教室

　好奇心がたくさん芽生える大切な

この時期に、ママとベビーのリトミ

ックで、お子さんに健全な成長を育

んであげてください。

　ママと一緒に、音楽に合わせて楽

しく動いたり、ダンスしたりするこ

とで、ママとお子さんのコミュニケ

ーションを図ります。

日　時　１１月２０日

　　　　１２月４日、１８日、２５日

　　　　１月１５日、２９日

　　　　２月１２日（木）（全７回）

　　　　午後１時３０分～３時

会　場　町公民館

講　師

　リトミック研究センター認定講師

　ディプロマＡ指導資格

　幼稚園教諭免許・保育士資格

　　　　　　　　　狐塚沙由里さん

対　象　町在住親子　１０組

※お子さんは１才から３才まで

※１組のお子さん…２名まで

参加費　２０００円

申込期間　１１月６日～

　　　　　（定員になり次第締切）

申込方法

　参加料を添え町生涯学習課へ

問町生涯学習課           　撒（５７）４１８７

ミニテニス教室

　ミニテニスは、お年寄りを対象と

したスポーツとして、立川市で考案

され、「シルバー健康体力作り教室」

として始まりました。現在は年配者

から若者まで、密かなブームになっ

ています。誰でも、簡単に楽しく始

められます。

ミニテニスとは？

・コートはダブルス用バドミントン

　コートを使用

・ボールは直径１３ｃｍのビニールボ

　ール

日　時　１１月１４日、２１日、２８日

　　　　１２月１２日、１９日、２６日（金）

　　　　（全６回）

　　　　午後１時３０分～３時３０分

会　場　町体育センター

参加費　８００円

定　員　先着１８名

申込期間　１１月４日～１２日

　　　　　（定員になり次第締切）

申込方法

　参加料を添え町生涯学習課へ

問町生涯学習課　　　　撒（５７）４１８７ 

　 ULTUREC

　 PORTSS

プログラム

内　容・講　師日　時回

「ビールを語る」
　ビールの魅力。「とりあえずビー
　ル・・・」からの脱却。
　　　　しもつけ地ビール愛好会

１１/２１（金）
1９:00～
２１:00

１

「落語を語る」
　落語のいろは
　　　　　　　教育長　中野晴永

１1/２８（金）
1９:00～
２１:00

２

「日本酒を語る」
　利き酒全国大会入賞者と蔵元と
　語る日本酒の魅力
　槇田康さん・柏瀬福一郎さん（若駒酒造）

１２/１９（金）
1９:00～
２１:00

３

「音楽を語る」
　リトルジャマー開発者とJAZZを
　語り合う
　　　　中荒井浩さん（バンダイ）

１/１６（金）
1９:00～
２１:00

４

「自分を語る」
　酒蔵で音楽を聴きながら、語り
　合う

１/３０（金）
1９:00～
２１:00

５

※内容等は変更になる場合もあります。
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火
の
し
ま
つ君

が
し
な
く
て

誰
が
す
る

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

　
火
災
の
発
生
し
や
す
い
時
季
を
迎

え
、
火
災
予
防
意
識
を
一
層
高
め
、

家
庭
や
地
域
か
ら
の
火
災
発
生
を
防

止
し
、
犠
牲
者
や
財
産
の
損
失
を
防

ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

　
管
内
で
、　

年
に
発
生
し
た
火
災

１９

　
件
の
う
ち
、
原
因
の
１
位
は
「
放

７３火
及
び
放
火
の
疑
い（
　
件
）」、
２
位

１８

は「
こ
ん
ろ
（
　
件
）」、
３
位
は「
た
ば

１１

こ（
６
件
）」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
全
国
で
は
住
宅
火
災
死
者

数
が
５
年
連
続
で
千
人
を
超
え
て
お

り
深
刻
な
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
早
期
設
置
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
安
心
・
安
全

な
地
域
づ
く
り
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

期
　
間

　
　
月
９
日（
日
）～
　
日（
土
）

１１

１５

運
動
期
間
中
の
実
施
事
項

産
消
防
署
員
が
お
宅
に
訪
問
し
、
チ

ラ
シ
等
を
配
布
し
て
防
火
を
呼
び
か

け
ま
す
。
そ
の
際
、
簡
単
な
ア
ン
ケ

ー
ト
を
と
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

産
消
防
車
両
に
よ
る
巡
回
や
広
報
活

動
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
事
業
所
に

対
す
る
特
別
査
察
な
ど
を
実
施
し
ま

す
。

算
防
火
ポ
ス
タ
ー
展

　
管
内
の
小
学
５
年
生
と
中
学
２
年

生
か
ら
募
集
し
た
防
火
ポ
ス
タ
ー
を

展
示
し
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
　
月
　
日（
火
）～
　
日（
日
）

１１

１１

１６

　
午
前
　
時
～
午
後
６
時

１０

会
　
場
　
ま
ち
か
ど
美
術
館

　
　
　
　（
小
山
市
役
所
東
側
）

算
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置

　
　
年
６
月
１
日
か
ら
住
宅
用
火
災

１８
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
既
存
住
宅
に
つ
い
て
は
、　２１

年
５
月
　
日
ま
で
猶
予
期
間
が
あ
り

３１

ま
す
。

設
置
場
所

（
煙
感
知
器
を
設
置
し
て
く
だ
さ
い
）

・
寝
室
と
し
て
使
用
し
て
い
る
部
屋

・
寝
室
が
２
階
以
上
に
あ
る
場
合
は

　
階
段
部
分

悪
質
な
訪
問
販
売
に
 

注
意
し
て
く
だ
さ
い
外

　
消
防
署
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報

器
や
消
火
器
な
ど
の
販
売
や
、
販
売

許
可
、
委
託
な
ど
は
行
っ
て
い
ま
せ

ん
。
悪
質
業
者
に
よ
る
被
害
が
発
生

し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

問
小
山
市
消
防
本
部

撒
０
２
８
５（
　
）
３
１
５
３

２１

町
消
防
団
通
常
点
検

日
　
時
　
　
月
１
日（
土
）

１１

　
　
　
　
午
前
８
時
　
分
～

３０

場
　
所
　
町
総
合
運
動
公
園

　
　
　
　
多
目
的
広
場

酸
町
消
防
団
分
列
行
進
実
施
に
伴
う

交
通
規
制

〈
通
行
止
め
箇
所
〉

　
駅
東
通
り
の
足
利
小
山
信
金
前
交

　
差
点
か
ら
農
協
前
交
差
点
ま
で

※
　
月
１
日（
土
）午
前
　
時
　
分
～

１１

１１

２０

　
時
　
分
の
１
時
間
通
行
止
め
と
な

１２

２０

り
ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
か
け
い
た
し

ま
す
が
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

酸
火
災
予
防
サ
イ
レ
ン
吹
鳴

日
　
時

　
　
月
９
日（
日
）～
　
日（
土
）

１１

１５

　
午
後
７
時

鳴
ら
す
方
法

　
　
秒
鳴
ら
し
、
６
秒
停
止
を
３
回

１５
　
繰
り
返
し

※
火
災
予
防
運
動
期
間
中
は
、
近
隣

市
町
で
も
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま
す
。

問
町
総
務
課
　
　
撒（
　
）
４
１
５
８

５７

危
険
物
安
全
講
習
会

日
　
時

酸
　
月
　
日（
木
）

１２

１８

　
第
１
回
　
午
後
２
時
　
分
～

３０

　
第
２
回
　
午
後
６
時
～

酸
　
月
　
日（
金
）

１２

１９

　
第
３
回
　
午
後
２
時
　
分
～

３０

　
第
４
回
　
午
後
６
時
～

会
　
場
　
小
山
市
立
文
化
セ
ン
タ
ー

受
講
無
料

申
込
期
間
　
　
月
　
日
～
　
日

１１

１０

２１

　
　
　
　
　（
土
日
除
く
）

主
　
催

　
小
山
地
区
危
険
物
保
安
協
会

問
小
山
市
消
防
本
部

撒
０
２
８
５（
　
）
３
１
５
７

２１

In
fo
rm
a
tio
n

お知らせ



提
出
書
類

　
要
項
を
ご
覧
の
う
え
、
必
要
書
類

　
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
要
項
・

　
様
式
等
は
町
総
務
課
で
配
布
の
ほ

　
か
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
入

　
手
で
き
ま
す
。（
　
月
配
布
予
定
）

１１

業
　
種

　
建
設
工
事
、
測
量
・
建
設
コ
ン
サ

　
ル
タ
ン
ト
等
、
物
品
製
造
等

受
付
期
間
　
１
月
　
日
～
　
日

１４

２８

　
　
　
　
　（
土
日
除
く
）

　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

　
　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

受
付
方
法

　
町
総
務
課
に
持
参
ま
た
は
郵
送

　（
書
留
に
限
る
。
１
月
　
日
付
消
印

２８

　
有
効
）

問
町
総
務
課
　
　
撒（
　
）
４
１
１
２

５７

情
報
公
開
請
求
状
況

問
町
総
務
課
　
　
撒（
　
）
４
１
１
４

５７

応
募
期
限
　
　
月
　
日
必
着

１１

３０

問
自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部

撒
０
２
８（
６
３
４
）
３
３
８
５

自
衛
官
募
集
 

　
年
４
月
入
隊
の
自
衛
官
の
募
集

２１応
募
資
格

　
日
本
国
籍
を
有
し
、　

年
４
月
１

２１

　
日
現
在
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
方

１８

２７

試
験
日
　
　
月
　
日（
土
）、

１１

２２

　
　
　
　
ま
た
は
　
月
　
日（
土
）

１２

１３

受
付
期
限
　
　
月
　
日

１２

１０

募
集
人
員
　
若
干
名

受
験
説
明
会

酸
日
時
　
　
月
８
日（
土
）

１１

　
　
　
　
午
後
１
時
～
２
時

酸
会
場
　
自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

問
自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

　
　
　
撒
０
２
８
５（
　
）
４
７
６
３

２５

入
札
参
加
資
格
審
査
の
 

申
請
受
付

　
　
・
　
年
度
に
町
が
発
注
す
る
工

２１

２２

事
等
の
入
札
や
見
積
も
り
に
参
加
を

希
望
す
る
業
者
は
、
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間
　
　
月
　
日
～
　
日

１１

１５

３０

受
講
無
料

※
活
動
し
や
す
い
服
装
で

問
小
山
市
消
防
署

撒
０
２
８
５（
　
）
３
１
６
４

２１

　
野
木
分
署
　
　
撒（
　
）
１
１
１
９

５７

陸
上
自
衛
隊
中
央
音
楽
隊

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

　
五
輪
や
サ
ッ
カ
ー
W
杯
な
ど
、
様

々
な
国
家
行
事
で
音
楽
演
奏
を
行
う

「
陸
上
自
衛
隊
中
央
音
楽
隊
」が
や
っ

て
き
ま
す
。

日
　
時
　
１
月
　
日（
土
）

２４

　
　
　
　
午
後
２
時
～
４
時

会
　
場

　
宇
都
宮
市
文
化
会
館
大
ホ
ー
ル

応
募
方
法

　
往
復
ハ
ガ
キ
に
「
住
所
、氏
名
、年

　
齢
、性
別
」を
記
入
し
郵
送
。

　
〒
３
２
０
‐
０
０
４
３

　
宇
都
宮
市
桜
５
‐
１
‐
　１３

　
自
衛
隊
栃
木
地
方
協
力
本
部

　
「
ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
係
」宛

※
ハ
ガ
キ
１
枚
に
つ
き
１
名
を
無
料

招
待
。
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

発
表
は
入
場
券
の
発
送
を
も
っ
て
代

え
ま
す
。

一
般
公
募
上
級
救
命
講
習
会

日
　
時

　
　
月
　
日（
土
）

１１

２２

　
午
前
９
時
　
分
～
午
後
６
時
　
分

３０

３０

会
　
場

　
小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　（
東
城
南
４
‐
１
‐
　
）
１３

定
　
員
　
先
着
　
名
２０

申
込
期
間
　
　
月
１
日
～
　
日

１１

１５

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

受
講
無
料

※
活
動
し
や
す
い
服
装
で

※
小
山
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申

し
込
み
で
き
ま
す
。

「
防
災
・
消
防
」樫「
一
般
公
募
上
級
救

命
講
習
会
開
催
の
お
知
ら
せ
」樫「
一

般
公
募
上
級
救
命
講
習
会
申
込
フ
ォ

ー
ム
」

問
小
山
市
消
防
署

撒
０
２
８
５（
　
）
３
１
６
４

２１

　
野
木
分
署
　
　
撒（
　
）
１
１
１
９

５７

応
急
手
当
普
通
救
命
講
習
会

日
　
時
　
　
月
６
日（
土
）

１２

　
　
　
　
午
前
９
時
　
分
～

３０

会
　
場
　
道
の
駅
思
川
研
修
室

定
　
員
　
先
着
　
名
５０

お知らせ

（13）

４月～９月の 
情報公開請求状況

１件請求の件数

１件公開の件数

０件部分公開の件数

０件（うち不服申立ての件数）

０件非公開の件数

０件（うち不服申立ての件数）

０件不服申立ての件数

※情報公開制度については、
町ホームページで
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元
気
ア
ッ
プ
教
室

　
か
ら
だ
を
動
か
す
こ
と
は
、
健
康

づ
く
り
に
大
き
な
役
割
を
も
っ
て
い

ま
す
。
ス
ト
レ
ッ
チ
や
食
事
・
歯
の

こ
と
な
ど
普
段
疑
問
に
思
っ
て
い
る

こ
と
を
解
決
し
ま
す
。
元
気
な
高
齢

期
を
迎
え
る
た
め
に
、
ご
自
分
の
生

活
を
一
緒
に
振
り
返
り
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
介
護
し
て
い
る
方
が
よ
り

安
全
に
安
心
し
て
介
護
が
で
き
る
よ

う
に
、
実
際
に
役
立
つ
具
体
的
な
方

法
も
一
緒
に
学
び
ま
し
ょ
う
。

日
時
・
内
容
・
会
場

対
　
象

・
元
気
な
高
齢
期
を
迎
え
た
い
方

・
介
護
し
て
い
る
方

・
介
護
に
興
味
の
あ
る
方

申
　
込
　
　
月
４
日
～

１１

定
　
員
　
　
名
３０

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

問
町
健
康
福
祉
課
撒（
　
）
４
１
７
１

５７

骨
粗
し
ょ
う
症
に
ご
注
意
を

　
私
た
ち
の
骨
量
は
加
齢
と
と
も
に

減
り
始
め
、
特
に
女
性
は
年
齢
に
よ

り
減
り
方
が
大
き
い
時
期
が
あ
り
ま

す
。
早
期
に
生
活
習
慣
を
見
直
し
、

骨
粗
し
ょ
う
症
を
予
防
す
る
た
め
に

も
ご
自
分
の
骨
の
健
康
状
態
を
測
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

検
診
日
　
１
月
　
日（
火
）

１３

受
　
付

　
午
前
８
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１０

３０

会
　
場
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

内
　
容
　
問
診
、
超
音
波
検
査

検
診
料
　
４
０
０
円

対
　
象
　
　
歳
以
上
の
町
在
住
女
性

３０

※
９
月
　
日
に
受
診
さ
れ
た
方
は
、

１２

今
回
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

※
今
ま
で
の
骨
密
度
検
診
で
「
要
医

療
」
と
な
り
病
院
を
受
診
さ
れ
た
方
、

現
在
病
院
で
経
過
観
察
中
の
方
、
治

療
中
の
方
は
継
続
し
て
病
院
を
受
診

さ
れ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
節
目
年
齢
（
　
歳
・
　

歳
・
　

４０

４５

５０

歳
・
　
歳
・
・
な
ど
）
で
受
診
さ
れ

５５

る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

定
　
員
　
１
０
０
名

申
　
込
　
　
月
　
日
～

１１

２０

※
定
員
に
な
り
次
第
締
切

問
町
健
康
福
祉
課
撒（
　
）
４
１
７
１

５７

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
献
血
に
よ
っ
て
救
わ
れ
る
尊
い
生

命
が
あ
り
ま
す
。
1
人
で
も
多
く
の

方
を
救
う
た
め
、
健
康
な
皆
様
の
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

日
　
時
　
　
月
８
日（
月
）

１２

　
　
　
　
午
前
　
時
～
正
午

１０

　
　
　
　
午
後
１
時
～
４
時

場
　
所
　
町
保
健
セ
ン
タ
ー

問
町
健
康
福
祉
課
撒（
　
）
４
１
７
１
 

５７

食
育
講
座

　
調
理
実
習
を
通
し
て
、
子
ど
も
や

家
族
の
健
康
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

皆
様
の
ご
参
加
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
　
時

　
　
月
　
日（
金
）

１２

１２

　
午
前
　
時
～
午
後
１
時

１０

会
　
場
　
町
公
民
館

対
　
象
　
主
に
小
学
生
の
保
護
者

募
集
人
員
　
　
人
１５

参
加
費
　
２
０
０
円（
保
険
料
含
む
）

講
　
師
　
町
食
生
活
改
善
推
進
員

メ
ニ
ュ
ー
　
ミ
ー
ト
ロ
ー
フ
、
サ
ラ

　
　
　
　
　
ダ
、
デ
ザ
ー
ト
な
ど

申
込
期
限
　
　
月
５
日

１２

申
込
方
法

　
参
加
費
を
添
え
町
健
康
福
祉
課
へ

主
　
催
　
町
食
生
活
改
善
推
進
員
会

問
町
健
康
福
祉
課
撒（
　
）
４
１
７
１

５７

In
fo
rm
a
tio
n

お知らせ

内容/会場日　時回

【歯科編】歯科講話「お口の手入れと
誤飲の予防」慨町保健センター

午
後
２
時
～
４
時

１１月
２６日
（水）

１

【運動編】家庭でできるストレッチと
簡単筋肉トレーニング慨町保健センター

１２月
３日
（水）

２

【住宅改修編】住宅改修・福祉用具の利用に
ついて「暮らしやすい環境つくり　住宅改
修・福祉用具の利用法」慨町保健センター

１２月
１０日
（水）

３

【運動編】家庭でできるストレッチと
簡単筋肉トレーニング慨町保健センター

１２月
１７日
（水）

４

【栄養編・まとめ】栄養講話「体を丈夫にする
食事と介護食」慨町公民館調理室

１２月
２４日
（水）

５

　
人
  権
  標
  語

つ
な
ご
う
よ
　
言
葉
と
言
葉
の
バ
ト
ン
パ
ス

新
橋
小
学
校
　
 鈴
  木
 

す
ず
 
き

　
 竣
  太
 

し
ゅ
ん
 
た

　
　
　（
　
年
度
に
学
校
を
通
し
て
募
集
し
た
も
の
で
す
）

１９
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纂
第
２
条

　「
し
つ
け
の
つ
も
り
」は
言
い
訳

纂
第
３
条

　
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い

纂
第
４
条

　
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場

纂
第
５
条

　
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
起
こ
り
う
る

（
厚
生
労
働
省
資
料
よ
り
）

問
町
こ
ど
も
教
育
課

　
　
　
　
　
　
　
撒（
　
）
４
１
８
３

５７

国
分
寺
特
別
支
援
学
校

「
お
お
ぞ
ら
祭
」

日
　
時

　
　
月
　
日（
土
）

１１

１５

　
午
前
９
時
　
分
～
午
後
３
時

３０

会
　
場
　
国
分
寺
特
別
支
援
学
校

　
　
　
　（
下
野
市
柴
６
‐
２
）

内
　
容

　
小
学
部
・
中
学
部
・
高
等
部
・
訪

　
問
教
育
学
級
に
よ
る
日
頃
の
学
習

　
成
果
の
発
表
（
演
技
発
表
、
作
業

　
製
品
販
売
、模
擬
店
、作
品
展
）

問
県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学
校

　
　
　
撒
０
２
８
５（
　
）５
１
２
１

４４

酸
な
か
よ
し
学
習
発
表
会

　
町
内
小
中
学
校
の
特
別
支
援
学
級

の
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
学
習
発
表
会

で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
　
時

　
　
月
　
日（
木
）（
午
前
９
時
開
場
）

１１

２０

　
午
前
９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１２

２０

会
　
場
　
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

蕎
　
蕎
　
蕎

入
場
無
料

主
　
催
　
町
教
育
委
員
会

　
　
　
　
町
教
育
研
究
会

　
　
　
　
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

問
新
橋
小
学
校
　
撒（
　
）
２
５
２
５

５７

　
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

１１　
児
童
虐
待
問
題
は
、
社
会
全
体
で

早
急
に
解
決
す
べ
き
重
要
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
ち
ょ
っ
と
し
た
目
く
ば
り
や
気
く

ば
り
で
子
ど
も
を
守
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

子
ど
も
を
守
る
た
め
の
５
か
条

纂
第
１
条

　「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
迷
わ
ず
連
絡

学
校
教
育
祭
（
第
二
部
）

酸
学
校
展
＆
理
科
研
究
展
覧
会

　
各
学
校
の
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
の
作

品
や
子
ど
も
た
ち
の
作
品
を
展
示
す

る
学
校
展
と
理
科
研
究
展
覧
会
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
学
校
で
の
成
果
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
　
時

　
　
月
　
日（
土
）、　

日（
日
）

１１

１５

１６

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時
　

会
　
場
　
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル

酸
講
演
会

　
音
楽
療
法
士
と
し
て
活
動
す
る
中

で
見
え
て
き
た
も
の
を
教
育
と
の
関

わ
り
の
視
点
で
講
演
し
て
い
た
だ
き

ま
す
。

日
　
時

　
　
月
　
日（
日
）（
午
後
１
時
開
場
）

１１

１６

　
午
後
１
時
　
分
～
３
時
　
分

３０

３０

会
　
場
　
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル

講
　
師

　
日
本
音
楽
療
法
学
会
認
定

　
音
楽
療
法
士
　
近
藤
美
智
子
さ
ん

演
　
題
　

　「
音
楽
が
果
た
す
心
の
や
す
ら
ぎ
」

　
～
自
分
の
心
が
見
え
て
く
る
～

「
ひ
ま
わ
り
っ
子
 

読
書
プ
ラ
ン
」
を
策
定

　
平
成
　
年
　
月
に
、「
子
ど
も
の
読

１３

１２

書
活
動
の
推
進
に
関
す
る
法
律
」
が

施
行
さ
れ
、
基
本
理
念
が
示
さ
れ
る

と
と
も
に
、
国
・
都
道
府
県
・
市
町

村
の
責
務
が
明
確
に
な
り
ま
し
た
。

　
国
は
、
同
法
に
基
づ
き
、「
子
ど
も

の
読
書
活
動
推
進
計
画
」
を
策
定
し
、

市
町
村
に
つ
い
て
も
「
市
町
村
子
ど

も
読
書
活
動
推
進
計
画
」
を
策
定
す

る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

し
ま
し
た
。

　
本
町
と
し
て
も
、
同
法
の
精
神
を

尊
重
す
る
と
と
も
に
こ
れ
ま
で
の
経

過
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
推
進
計
画

策
定
委
員
会
を
設
置
し
、
こ
の
た
び

野
木
町
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画

「
ひ
ま
わ
り
っ
子
読
書
プ
ラ
ン
」を
策

定
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
こ
の
プ
ラ
ン
に
沿
っ
て
、

子
ど
も
の
読
書
活
動
の
環
境
整
備
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

※
プ
ラ
ン
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
し
て
あ
り
ま
す
。

問
町
こ
ど
も
教
育
課

　
　
　
　
　
　
　
撒（
　
）
４
１
８
２

５７

お知らせ

（15）



（16）

町
営
墓
地
の
 

整
備
に
つ
い
て

　
町
営
墓
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨

年
６
月
の
広
報
に
お
い
て
、
基
本
構

想
図
を
お
示
し
し
、
そ
の
概
要
を
お

知
ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の

後
、
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
を
基

に
、
受
益
者
負
担
の
原
則
を
踏
ま
え

つ
つ
、
合
理
的
で
無
駄
を
省
い
た
町

営
墓
地
の
整
備
を
検
討
し
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
今
回
、
新
た
な
配
置
計
画
案
を
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

　
配
置
計
画
案
は
、
芝
墓
地
（
洋
式

墓
地
）
３
１
０
基
、
普
通
墓
地
（
和

式
墓
地
）
１
５
６
基
、
合
葬
墓
地
１

基（
　
納
骨
）を
基
本
に
広
が
り
の
あ

４０

る
明
る
く
開
放
的
な
雰
囲
気
の
墓
地

を
念
頭
に
お
い
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、
こ
の
配
置
計
画
案
を
基

に
整
備
事
業
を
進
め
、　

年
度
の
早

２２

い
時
期
に
は
分
譲
を
行
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
な
お
、
整
備
予
定
地
は
野
木
東
工

業
団
地（
大
字
佐
川
野
）北
側
に
な
り

ま
す
。

問
町
生
活
環
境
課
撒（
　
）
４
１
３
１
 

５７

生
ご
み
の
正
し
い
出
し
方

　
町
で
は
、
生
ご
み
を
堆
肥
（
生
ご

み
の
リ
サ
イ
ク
ル
）
に
し
、
皆
様
に

お
使
い
い
た
だ
く
た
め
に
、
そ
の
出

し
方
に
は
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
最
近
そ
の
出
し

方
が
守
ら
れ
て
い
な
い
場
合
が
多
く

見
受
け
ら
れ
ま
す
。
特
に
、
生
ご
み

を
水
切
り
せ
ず
に
新
聞
紙
で
は
な
く

ビ
ニ
ー
ル
袋
を
使
い
、
町
指
定
の
生

ご
み
袋
の
中
に
入
れ
て
し
ま
う
と
い

う
も
の
で
す
。
こ
の
場
合
で
は
、
手

作
業
で
ビ
ニ
ー
ル
袋
を
取
り
除
か
な

く
て
は
な
ら
ず
、
ま
た
水
切
り
を
し

て
い
な
い
こ
と
か
ら
乾
燥
に
も
時
間

が
か
か
る
な
ど
、
多
く
の
手
間
と
燃

料
を
必
要
と
し
ま
す
。

　
生
ご
み
の
正
し
い
出
し
方
は
次
の

と
お
り
で
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

①
三
角
コ
ー
ナ
ー
等
で
水
切
り
を
し

て
く
だ
さ
い
。（
生
ご
み
の
約
　
％
８０

が
水
分
）

※
よ
く
水
切
り
を

し
て
、
ご
み
の
減

量
化
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

②
新
聞
紙
２
枚
以
内
で
包
ん
で
く
だ

さ
い
。

新
聞
紙
に
包
む
効
果
は
？

産
水
を
吸
い
と
る

産
に
お
い
を
包
み
こ
む

産
虫
の
発
生
を
抑
え
る

③
新
聞
紙
に
包
ん
だ
ま
ま
ポ
リ
バ
ケ

ツ
等
に
入
れ
て
収
集
日
ま
で
保
管
し

て
く
だ
さ
い
。

④
収
集
日
に
町
指
定
の
紙
袋
に
入
れ
、

紙
袋
に
名
前
を
書
き
、
麻
ひ
も
で
口

を
し
ば
っ
て
く
だ
さ
い
。

⑤
ご
み
集
積
所
に
収
集
日
当
日
朝
８

時
ま
で
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。
生
ご

み
と
可
燃
ご
み
は
別
の
車
で
収
集
い

た
し
ま
す
の
で
、
分
け
て
置
い
て
く

だ
さ
い
。

問
町
生
活
環
境
課
惨（
　
）
４
１
３
１

５７

In
fo
rm
a
tio
n

お知らせ



ひ
ま
わ
り
の
里
の
ぎ
 

第
　
回
産
業
祭

３１

　
町
の
産
業
を
一
堂
に
集
め
て
、
町

民
の
方
々
へ
の
紹
介
を
通
し
て
元
気

の
出
る
ま
ち
づ
く
り
及
び
農
業
・
工

業
・
商
業
の
調
和
の
と
れ
た
発
展
に

寄
与
す
る
た
め
開
催
し
ま
す
。
皆
様

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

日
　
時
　
　
月
９
日（
日
）

１１

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

会
　
場
　
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル

催
し
物

産
お
た
の
し
み
抽
選
会

産
プ
レ
ゼ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー（
肥
料
・
苗

　
木
・
し
い
た
け
・
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
）

産
子
ど
も
イ
ベ
ン
ト
広
場

産
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
大
会

産
和
太
鼓
演
奏

産
農
産
物
共
進
会
・
即
売
会

産
も
ち
つ
き
実
演
即
売
会

産
郷
土
手
作
り
食
品
即
売
会

産
工
業
製
品
等
展
示
即
売
会
　
他

※
詳
し
く
は
　
月
上
旬
新
聞
折
込
の

１１

案
内
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
町
産
業
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

　（
町
産
業
課
内
）撒（
　
）
４
１
５
３

５７

・
そ
の
他
困
り
事

〈
町
行
政
相
談
委
員
〉

　
産
富
田
成
子

算
　
月
の
人
権
・
行
政
相
談
日

１１
日
　
時
　
　
月
　
日（
水
）

１１

１９

　
　
　
　
午
前
９
時
～
正
午

会
　
場

　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー（
ホ
ー
プ
館
）

　
２
階
会
議
室

相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

問
町
生
活
環
境
課
撒（
　
）
４
１
３
２

５７

小
山
中
央
清
掃
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

　
当
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
日
及
び
毎

月
第
２
・
４
土
曜
日
に
町
民
の
方
々

の
粗
大
ご
み
や
一
時
多
量
ご
み
の
直

接
搬
入
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、

　
月
９
日（
日
）開
催
の
リ
サ
イ
ク
ル

１１フ
ェ
ア
準
備
の
た
め
、
８
日
（
土
）は

搬
入
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
そ
の

代
替
日
を
　
月
　
日
（
第
３
土
曜
日
）

１１

１５

と
い
た
し
ま
す
。

問
小
山
中
央
清
掃
セ
ン
タ
ー

　
　
　
撒
０
２
８
５（
　
）
３
１
９
４

２４

ひ
と
り
で
悩
ま
ず
ご
相
談
を

算
人
権
相
談

　
家
庭
内
や
隣
近
所
、
職
場
で
の
も

め
事
、
い
じ
め
、
体
罰
、
差
別
や
い

や
が
ら
せ
な
ど
に
よ
る
人
権
侵
害
で

お
悩
み
の
方
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

〈
町
人
権
擁
護
委
員
〉

　
産
遠
乗
　
功
　
産
多
田
美
一

　
産
小
関
良
枝
　
産
成
田
肇
子

　
産
鈴
木
敏
男

算
行
政
相
談

　
毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
役
所
な
ど

が
行
な
っ
て
い
る
仕
事
に
対
す
る
疑

問
や
相
談
事
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
そ

の
よ
う
な
と
き
は
、
総
務
省
の
行
政

相
談
委
員
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

〈
相
談
内
容
〉

・
教
育
、
文
化
、
研
究
施
設
な
ど
の

独
立
行
政
法
人
に
関
す
る
こ
と

・
国
道
、
年
金
、
福
祉
な
ど
の
国
の

行
政
機
関
に
関
す
る
こ
と

・
郵
便
、
電
話
、
高
速
道
路
な
ど
の

特
殊
法
人
に
関
す
る
こ
と

・
戸
籍
、
選
挙
な
ど
の
市
町
村
の
仕

事
で
法
定
受
託
事
務
に
関
す
る
こ
と

・
国
の
委
託
ま
た
は
補
助
を
受
け
て

行
な
っ
て
い
る
事
務
、
事
業
に
関
す

る
こ
と

第
　
回
人
権
週
間
 

６０

人
権
講
演
会

　「
世
界
人
権
宣
言
」は
、
基
本
的
人

権
及
び
自
由
を
尊
重
し
確
保
す
る
た

め
に
、
昭
和
　
年
　
月
　
日
の
国
際

２３

１２

１０

連
合
総
会
に
お
い
て
採
択
さ
れ
、
本

年
で
　
周
年
を
迎
え
ま
す
。

６０

　
ま
た
、
人
権
デ
ー
を
最
終
日
と
す

る
１
週
間
を「
人
権
週
間
」
と
定
め
、

人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
に
努
め

て
き
ま
し
た
。
本
年
も
、　

月
４
日

１２

か
ら
　
日
ま
で
を
「
第
　
回
人
権
週

１０

６０

間
」
と
し
て
啓
発
活
動
を
実
施
し
ま

す
。
本
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
次
の

と
お
り
人
権
講
演
会
を
実
施
し
ま
す
。

日
　
時
　
　
月
２
日（
火
）

１２

　
　
　
　
午
後
１
時
　
分
～

３０

会
　
場
　
役
場
新
館
２
階
大
会
議
室

演
　
題

　「
児
童
相
談
所
の
業
務
と
 

児
童
の
権
利
擁
護
に
つ
い
て
」

講
　
師
　

　
県
南
児
童
相
談
所

　
所
長
補
佐
兼
判
定
指
導
課
長

　
　
　
　
　
　
　
　
田
村
　
隆
さ
ん

聴
講
無
料

問
町
生
活
環
境
課
撒（
　
）
４
１
３
２

５７

お知らせ

（17）



（18）

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
＆
 

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

　
町
観
光
協
会
主
催
に
よ
る
冬
の
風

物
詩
と
し
て
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン

と
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
を
次
の
と
お
り

開
催
し
ま
す
の
で
、
皆
様
お
誘
い
合

わ
せ
の
う
え
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

産
町
公
民
館
前
樹
木
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
会
場

　
植
樹
サ
ー
ク
ル
内
の
松
等
に
約
１

万
２
千
球
の
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
を

設
置
す
る
と
共
に
、　

月
６
日（
土
）、

１２

　
日（
土
）
に
は
数
百
個
の
キ
ャ
ン
ド

２０ル
に
明
か
り
を
と
も
し
ま
す
。

期
　
間

　
　
月
６
日（
土
）～
１
月
　
日（
金
）

１２

３０

　
午
後
６
時
～
９
時
　
分
３０

酸
点
灯
式

　
　
月
６
日（
土
）　
午
後
６
時
～

１２
酸
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

・
　
月
６
日（
土
）点
灯
式
後

１２
　
午
後
６
時
　
分
頃
～
約
　
分

１５

５０

　
①
ル
ナ
・
ド
ゥ
（
リ
コ
ー
ダ
ー
と
合
唱
）

　
②
市
川
喜
英
由
会（
津
軽
三
味
線
）

・
　
月
　
日（
土
）

１２

２０

　
午
後
７
時
～
約
　
分
５０

　
①
新
橋
バ
ロ
ッ
ク
ア
ン
サ
ン
ブ
ル（
バ
イ
オ
リ
ン
合
奏
）

　
②
土
笛
の
会（
オ
カ
リ
ナ
）

産
駅
前
東
西
広
場
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
会
場

　
主
に
低
木
に
設
置
し
ま
す
。

期
　
間

　
　
月
６
日（
土
）～
１
月
　
日（
金
）

１２

３０

　
午
後
５
時
～
午
前
１
時

問
町
観
光
協
会
事
務
局

　（
町
産
業
課
内
）撒（
　
）
４
１
５
３

５７

食
卓
に
お
い
し
い
手
作
り
味
噌
を
 

み
そ
づ
く
り
講
習
会

　
町
内
で
生
産
さ
れ
た
大
豆
・
米
を

利
用
し
て
、
じ
っ
く
り
熟
成
さ
せ
、

翌
年
に
は
お
い
し
い
手
作
り
味
噌
が

ご
賞
味
い
た
だ
け
ま
す
。

日
　
時
　
　
月
　
日（
水
）

１２

１０

　
　
　
　
〃
　
　
日（
木
）

１１

　
　
　
　
〃
　
　
日（
金
）

１２

　
　
　
　
午
前
９
時
～

下
準
備
　
　
月
９
日（
火
）

１２

　
　
　
　
午
後
３
時
～

会
　
場
　
町
農
産
物
加
工
施
設

対
　
象
　
町
在
住
者

　
　
　
　（
４
日
間
参
加
で
き
る
方
）

定
　
員
　
先
着
　
名
１０

※
１
月
に
２
回
目
の
講
習
会
を
予
定

参
加
費
　
５
０
０
０
円

持
参
す
る
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、

　
　
　
　
　
　
洗
っ
た
長
靴

主
　
催
　
野
木
町

　
　
　
　
J
A
小
山
野
木
支
店

申
込
期
間
　
　
月
　
日
～
　
日

１１

１７

１９

申
込
方
法

　
参
加
費
を
添
え
町
産
業
課
へ

問
町
産
業
課
　
　
撒（
　
）
４
１
５
１

５７

野
鳥
は
ペ
ッ
ト
で
は
あ
り

ま
せ
ん

　
メ
ジ
ロ
や
オ
オ
ル
リ
な
ど
の
野
鳥

は
自
然
生
態
系
の
一
員
で
あ
り
、
私

た
ち
に
安
ら
ぎ
や
潤
い
を
与
え
て
く

れ
る
存
在
で
す
。

　
し
か
し
、
野
鳥
と
は
「
野
に
生
き

る
鳥
」
で
す
。
ペ
ッ
ト
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。「
か
わ
い
ら
し
い
か
ら
手
元

で
飼
い
た
い
」
と
い
う
の
は
、
自
由

に
生
き
る
野
鳥
の
権
利
を
奪
う
許
さ

れ
な
い
考
え
で
す
。

　
野
鳥
の
愛
ら
し
い
姿
や
泣
き
声
は
、

野
外
で
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。
野
鳥
を

捕
っ
た
り
飼
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、

絶
対
に
止
め
ま
し
ょ
う
。

問
県
南
地
区
野
生
鳥
獣
捕
獲
・
飼
養

　
連
絡
会
（
県
南
環
境
森
林
事
務
所
内
）

　
　
　
撒
０
２
８
３（
　
）
１
４
４
１

２３

県
南
市
場
ま
つ
り（
感
謝
市
）

　
県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場
は
、
県

南
住
民
の
食
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で

き
な
い
生
鮮
食
料
品
流
通
の
拠
点
市

場
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
い
ま
す
。

　
日
頃
の
利
用
に
感
謝
し
「
市
場
ま

つ
り（
感
謝
市
）」を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時
　
　
月
　
日（
日
）

１１

２３

　
　
　
　
午
前
７
時
～
午
後
１
時

場
　
所
　
県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場

　
　
　
　
小
山
市
下
河
原
田
９
５
４

　
　
　
　（
国
道
　
号
線
沿
い
）

５０

内
　
容

産
青
果
物
・
水
産
物
・
生
花
・
関
連

商
品
の
展
示
販
売

産
さ
ん
ま
・
風
船
・
ポ
ン
菓
子
の
無

料
配
布

産
県
南
市
場
食
品
リ
サ
イ
ク
ル
施
設

で
の
処
理
品
の
無
料
配
布

産
生
ま
ぐ
ろ
の
解
体
・
模
擬
せ
り
、

生
ま
ぐ
ろ
の
目
方
当
て
ク
イ
ズ

産
り
ん
ご
の
皮
む
き
長
さ
比
べ
競
争

産
輪
投
げ
遊
び

産
か
に
汁
・
焼
き
そ
ば
・
イ
カ
ポ
ッ

ポ
焼
き
な
ど
の
各
種
売
店
な
ど

問
県
南
公
設
地
方
卸
売
市
場

　
　
　
撒
０
２
８
５（
　
）
３
３
３
０

３８

In
fo
rm
a
tio
n

お知らせ



税
を
考
え
る
週
間
 

　
／
　
（
火
）～
　
／
　
（
月
）

１１

１１

１１

１７

こ
の
社
会
あ
な
た
の
税
が
 

い
き
て
い
る

　
国
の
基
本
と
な
る
税
に
対
す
る
理

解
を
深
め
て
い
た
だ
く
た
め
の
週
間

で
す
。

算
税
の
よ
ろ
ず
相
談

　
税
金
に
つ
い
て
の
相
談
に
税
理
士

会
栃
木
支
部
の
先
生
方
が
分
か
り
や

す
く
お
答
え
し
ま
す
。

日
　
時
　
　
月
　
日（
火
）

１１

１１

　
　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
４
時

１０

会
　
場
　
福
田
屋
百
貨
店
栃
木
店

　
　
　
　
４
階
催
事
場
前

相
談
無
料

算
税
の
標
語
展
・
ポ
ス
タ
ー
展

期
　
間
　
　
月
　
日（
火
）～
　
日（
月
）

１１

１１

１７

会
　
場
　
福
田
屋
百
貨
店
栃
木
店

　
　
　
　
４
階
催
事
場
前

算
税
の
標
語
展

期
　
間
　
　
月
　
日（
火
）～
　
日（
月
）

１１

１１

１７

会
　
場
　
小
山
駅
前
「
ロ
ブ
レ
ビ
ル

　
　
　
　
６
階
連
絡
口
」

問
栃
木
税
務
署

撒
０
２
８
２（
　
）
０
８
８
５

２２

源
泉
徴
収
義
務
者
対
象
 

　
年
分
年
末
調
整
説
明
会

２０日
　
時
　
　
月
　
日（
火
）

１１

１８

　
　
　
　
午
後
２
時
～
３
時
　
分
４５

会
　
場
　
小
山
市
文
化
セ
ン
タ
ー

問
栃
木
税
務
署

撒
０
２
８
２（
　
）
１
８
５
１

２２

所
得
申
告
参
考
資
料
に
つ
い
て

　
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料

（
普
通
徴
収
分
）の
納
税
義
務
者
等
で

口
座
振
替
の
方
に
は
、
来
年
１
月
末

頃「
口
座
振
替
領
収
済
通
知
書
」を
郵

送
す
る
予
定
で
す
が
、
年
末
調
整
等

で
事
前
に
必
要
な
方
は
町
税
務
課
ま

で
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
の
納
税

義
務
者
等
で
口
座
振
替
の
方
に
つ
い

て
も
、
来
年
１
月
末
頃
「
口
座
振
替

領
収
済
通
知
書
」
を
郵
送
す
る
予
定

で
す
が
、
年
末
調
整
等
で
事
前
に
必

要
な
方
は
町
住
民
課
ま
で
連
絡
く
だ

さ
い
。

※
来
庁
の
際
は「
納
税
通
知
書
」及
び

「
身
分
を
証
明
す
る
も
の
」（
運
転
免

許
証
、保
険
証
等
）を
持
参
く
だ
さ
い
。

問
町
税
務
課
　
　
撒（
　
）
４
１
２
１

５７

　
町
住
民
課
　
　
撒（
　
）
４
１
３
６

５７

家
屋
を
建
て
た
ら
連
絡
を

　
家
屋（
住
宅
・
店
舗
・
工
場
・
倉
庫
・

車
庫
・
物
置
等
）を
新
築
ま
た
は
増
築

し
た
方
で
、
ま
だ
町
税
務
課
の
家
屋

調
査
を
受
け
て
い
な
い
方
は
、
連
絡

く
だ
さ
い
。
日
程
を
調
整
の
う
え
、

調
査
に
伺
い
ま
す
。
調
査
が
遅
れ
る

と
、
固
定
資
産
税
の
課
税
が
さ
か
の

ぼ
っ
た
り
、
評
価
証
明
の
発
行
が
遅

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
家
屋
を
取

り
壊
さ
れ
た
場
合
も
法
務
局
や
町
税

務
課
へ
の
届
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
居
住
用
家
屋
を
取
り
壊
し

た
場
合
は
、
土
地
の
税
額
が
上
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
の
で
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
町
税
務
課
　
　
撒（
　
）
４
１
２
３

５７

国
民
健
康
保
険
証
が
 

新
し
く
な
り
ま
し
た

　
　
月
か
ら
国
民
健
康
保
険
証
が
１

１０
人
１
枚
の
カ
ー
ド
に
な
り
ま
し
た
。

従
来
の
保
険
証
（
う
ぐ
い
す
色
・
ク

リ
ー
ム
色
の
世
帯
ご
と
の
も
の
）
は
、

使
用
で
き
な
く
な
り
ま
し
た
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
古
い
保
険

証
は
町
住
民
課
に
返
還
く
だ
さ
い
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、　

月
号
で
お
知
ら
せ
し
ま

１０

し
た
新
保
険
証
の
見
本
の
中
で
「
野

木
町
之
印
」
と
表
示
す
べ
き
と
こ
ろ

を
「
野
木
町
長
之
印
」
と
表
示
し
て

し
ま
い
ま
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

問
町
住
民
課
　
　
撒（
　
）
４
１
３
７

５７

お知らせ

（19）

新
副
町
長
に
野
沢
 郁
 

ふ
み

 雄
 氏
お

【
略
歴
】

　
東
北
大
学
法
学
部
卒
。
昭
和

　
年
栃
木
県
庁
に
奉
職
以
来
　

５４

２９

年
と
６
か
月
の
間
多
く
の
行
政

職
を
歴
任
し
、
農
政
部
畜
産
振

興
課
主
幹
兼
課
長
補
佐（
総
括
）

を
最
後
に
退
職
。　

歳
。
芳
賀

５３

郡
二
宮
町
在
住
。
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平
成
　
年
度
成
人
式

２１

　
成
人
式
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
１
月
　
日（
日
）

１１

　
　
　
　
午
前
　
時
～

１０

　
　
　
　（
受
付
午
前
９
時
　
分
～
）

２０

会
　
場
　
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル

内
　
容
　
式
典
・
記
念
写
真
撮
影
等

対
　
象

　
昭
和
　
年
４
月
２
日
～
平
成
元
年

６３

　
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
町
在
住
者
、

　
本
町
出
身
者

※
案
内
状
は
、　

月
上
旬
に
届
く
よ

１２

う
に
発
送
し
ま
す
。

※
現
在
町
外
に
住
所
を
移
さ
れ
た
方

が
参
加
を
希
望
さ
れ
る
場
合
は
、　１２

月
１
日
ま
で
に
連
絡
く
だ
さ
い
。
申

し
出
が
遅
れ
て
も
参
加
は
で
き
ま
す
。

問
町
生
涯
学
習
課
撒（
　
）
４
１
８
８

５７

町
子
ど
も
会
連
合
会
 

　
周
年
記
念
式
典

４０

　
町
子
ど
も
会
連
合
会
は
、
今
年
で

　
周
年
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
を
記
念

４０し
て
、
式
典
と
中
学
生
に
よ
る
吹
奏

楽
、
和
太
鼓
演
奏
、
そ
し
て
子
ど
も

達
を
主
体
と
し
た
「
よ
さ
こ
い
」の
上

演
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
模
擬
店
・
子
ど
も
が
楽
し

め
る
町
っ
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
も
開

催
し
ま
す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
　
月
　
日（
日
）

１１

２３

　
　
　
　
午
後
１
時
～（
式
典
）

・
町
っ
子
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

　
午
前
９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１２

３０

・
模
擬
店
　
午
前
　
時
～
　
時
　
分

１０

１２

３０

会
　
場
　
エ
ニ
ス
ホ
ー
ル

問
町
生
涯
学
習
課
撒（
　
）
４
１
８
８

５７

小
山
地
区
広
域
市
町
村
圏
交
流

ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

　
野
木
町
・
小
山
市
・
下
野
市
の
２

市
１
町
で
構
成
す
る
「
小
山
地
区
広

域
市
町
村
圏
」
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
を

通
し
地
域
の
親
睦
や
圏
域
の
交
流
を

深
め
る
た
め
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
　
時
　
　
月
　
日（
日
）

１１

３０

　
　
　
　
午
前
８
時
　
分
～

３０

会
　
場
　
県
南
体
育
館（
小
山
市
）

種
　
目

産
男
女
混
合
の
部
（
男
女
各
２
～
４
名
）

産
女
子
の
部（
４
～
８
名
）

※
い
ず
れ
も
年
齢
制
限
な
し

参
加
料
　
１
チ
ー
ム
５
０
０
円

　
　
　
　（
当
日
、
受
付
に
て
）

申
込
方
法

　
参
加
申
込
書
に
記
入
し
、
町
企
画

　
財
政
課
へ

※
申
込
書
は
、
町
企
画
財
政
課
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

申
込
期
限
　
　
月
　
日
必
着

１１

１３

問
町
企
画
財
政
課
撒（
　
）
４
１
１
６

５７

　
　
　
　
　
　
　
姉（
　
）
４
１
９
０

５７

　
死

造
園
ア
シ
ス
タ
ン
ト
 

講
習
会
受
講
者
募
集

　
高
年
齢
者
の
雇
用
や
就
職
支
援
の

た
め
の
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
・
内
容

　
下
プ
ロ
グ
ラ
ム
参
照

会
　
場

　
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
他

対
　
象
　
県
内
在
住
で
　
歳
代
の
働

６０

　
　
　
　
く
意
欲
の
あ
る
方

※
趣
味
や
教
養
の
た
め
の
受
講
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

定
　
員
　
　
人
（
応
募
多
数
の
場
合

２０

　
　
　
　
は
抽
選
）

申
　
込
　
　
月
　
日
ま
で
に
町
シ
ル

１１

２８

　
　
　
　
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ

受
講
無
料

主
　
催
　
栃
木
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

　
　
　
　
ン
タ
ー
連
合
会

問
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

撒（
　
）
２
１
３
７

５６

In
fo
rm
a
tio
n

お知らせ

k
ik
a
k
u
za
ise
i@
to
w
n
.n
o
g
i.

to
c
h
ig
i.jp

工
事
の
お
知
ら
せ

問
町
都
市
整
備
課

撒
（
　
）
４
１
５
７

５７

内　容日　時

安全就業について（ビデオ）/樹木の種類

と管理について

午
前
　
時
～
午
後
３
時

１０

１２月１１日
（木）

剪定と整枝の基礎知識について/病害虫

の種類と駆除方法/施肥の性質と施し方

１２月１２日
（金）

剪定用具等の使い方/剪定と整枝方法
１２月１５日
（月）

剪定と整枝方法
１２月１６日
（火）

剪定と整枝方法/講評/進路相談
１２月１７日
（水）
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２
年
　
 小
 
お

 野
 
の

 塚
 　

づ
か

 緑
 

み
ど
り

　
今
年
の
運
動
会
は
、
天
候
に
め

ぐ
ま
れ
と
て
も
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。
練
習
の
と
き
も
い
つ
も
晴
れ
、

た
く
さ
ん
練
習
で
き
ま
し
た
。

　
運
動
会
当
日
、
一
番
迫
力
が
あ

っ
た
の
は
３
年
生
で
し
た
。
特
に
、

学
級
対
抗
全
員
リ
レ
ー
は
、
３
年

生
の
先
生
も
気
合
が
入
っ
て
い
て
、

ク
ラ
ス
の
色
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の

服
を
着
て
走
っ
て
い
ま
し
た
。

　
マ
ス
ゲ
ー
ム
も
た
く
さ
ん
練
習

し
た
の
で
大
成
功
で
し
た
。

　
来
年
は
、
今
ま
で
以
上
に
盛
り

上
げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

３
年
　
 針
 

は
り

 谷
 　

が
や

 晃
 

こ
う

 平
 

へ
い

　
僕
た
ち
３
組
は
、
団
体
種
目
で

好
成
績
を
収
め
、
見
事
総
合
優
勝

を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
練

習
で
は
、
男
子
が
「
竹
の
ぼ
ら
～

！
」
女
子
は
「
ム
カ
デ
リ
レ
ー
」

に
時
間
を
か
け
、
い
ろ
い
ろ
な
作

戦
を
試
し
ま
し
た
。

　
担
任
の
押
山
先
生
も
い
ろ
い
ろ

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
く
れ
、
当

日
の
先
生
の
髪
型
や
ピ
カ
チ
ュ
ー

の
応
援
か
ら
も
勇
気
を
も
ら
い
ま

し
た
。

　
中
学
校
最
後
の
運
動
会
で
、
ク

ラ
ス
全
員
が
団
結
し
て
、
最
高
の

思
い
出
を
作
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

運
動
会

１
年
　
 石
 

い
し

 井
 　
い

 徹
 

て
つ

 也
 
や

　
僕
た
ち
１
年
３
組
は
学
年
優
勝

と
い
う
大
き
な
目
標
を
決
め
ま
し

た
。
し
か
し
、
予
行
練
習
で
は

「
白
う
さ
ぎ
」
が
３
位
、「
土
の

う
運
び
リ
レ
ー
」
は
毎
回
転
倒
者

が
で
る
な
ど
、
あ
ま
り
い
い
結
果

を
出
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
し
か
し
、
運
動
会
当
日
は
、

「
学
級
対
抗
リ
レ
ー
」
で
２
位
、

僕
た
ち
の
課
題
で
あ
っ
た
「
土
の

う
運
び
リ
レ
ー
」
で
は
な
ん
と
１

位
を
と
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
す
。

こ
れ
で
勢
い
に
乗
っ
た
僕
た
ち
の

ク
ラ
ス
は
見
事
に
優
勝
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
閉
会
式
で

「
１
年
３
組
優
勝
！
」
と
言
わ
れ

た
と
き
は
、
充
実
感
で
い
っ
ぱ
い

の
瞬
間
で
し
た
。

修
学
旅
行

３
年
　
 鈴
 

す
ず

 木
 　
き

 博
 

ひ
ろ

 也
 
や

　
僕
は
修
学
旅
行
の
実
行
委
員
長

を
務
め
ま
し
た
。
大
変
で
し
た
が

様
々
な
こ
と
を
学
び
、
そ
し
て
達

成
感
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
達
成
感
を
味
わ
え
た
の

も
実
行
委
員
の
仲
間
を
は
じ
め
、

い
ろ
い
ろ
な
人
の
支
え
が
あ
っ
た

か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

　
特
に
、
旅
行
会
社
の
方
々
に
は

準
備
段
階
か
ら
班
別
行
動
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
、
宿
泊
旅
館
の
方
々
に

も
笑
顔
で
出
迎
え
て
い
た
だ
く
な

ど
、
楽
し
い
修
学
旅
行
に
な
る
よ

う
細
や
か
な
配
慮
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　
お
か
げ
で
み
ん
な
と
歩
き
、
過

ご
し
た
京
都
奈
良
の
３
日
間
は
３

年
間
で
一
番
の
思
い
出
と
な
り
ま

し
た
。

泊
学
習
が
始
ま
っ
て
み
る
と
ま
だ

あ
ま
り
仲
良
く
な
か
っ
た
友
達
と

も
、
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
仲
良
く

な
れ
た
の
で
と
て
も
良
か
っ
た
で

す
。
そ
し
て
何
と
言
っ
て
も
、
新

し
い
友
達
と
笑
顔
で
会
話
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
た
こ
と

が
最
高
の
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

職
場
体
験
学
習

２
年
　
 伏
 

ふ
せ

 木
 　
さ
つ
き

ぎ

　
私
た
ち
２
年
生
は
、
５
月
に
た

く
さ
ん
の
場
所
に
職
場
体
験
学
習

に
行
き
ま
し
た
。
各
場
所
で
、
た

く
さ
ん
の
仕
事
を
学
び
ま
し
た
。

　
人
と
接
す
る
仕
事
、
物
を
作
る

仕
事
な
ど
た
く
さ
ん
の
こ
と
が
学

べ
ま
し
た
。
ま
た
、
社
会
で
大
切

な
あ
い
さ
つ
や
言
葉
遣
い
も
学
べ

ま
し
た
。

　
こ
の
職
場
体
験
学
習
で
学
ん
だ

こ
と
を
生
か
し
て
、
自
分
の
進
路

を
真
剣
に
考
え
、
社
会
に
貢
献
で

き
る
人
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
。

宿
泊
学
習
の
思
い
出

1
年
　
 船
 

ふ
な

 田
 　
だ

 歩
 

あ
ゆ
み

　
私
は
中
学
校
に
入
学
し
て
す
ぐ

に
実
施
さ
れ
た
宿
泊
学
習
で
実
行

委
員
長
を
つ
と
め
、
放
課
後
に
何

回
も
残
っ
て
実
行
委
員
の
人
た
ち

と
一
生
懸
命
に
イ
ベ
ン
ト
を
考
え

ま
し
た
。
し
か
し
自
分
が
知
ら
な

い
他
の
小
学
校
か
ら
来
た
人
た
ち

が
本
当
に
楽
し
ん
で
く
れ
る
か
最

初
は
と
て
も
不
安
で
し
た
が
、
宿



恭新橋児童館

　１８歳以下なら誰でも利用できる施

設です。遊びに来てね外

算折り紙教室

　メンコを作ってみんなで遊ぼう外

日　時　１１月１４日（金）

　　　　午前９時～午後５時

対　象　児童

参加無料・申込不要

算親子でヨガ外

　お子さんと一緒にリラックスして

みませんか？日頃の忙しさを１時間

だけ忘れてみませんか？？

日　時　１１月１５日、２９日（土）

　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

対　象　幼児と保護者／１５組

参加料　５００円（親子で）

申　込　児童館へ（電話可）

算楽しいクッキング

　「まるごとりんご！包んでケーキ」

旬の食材をご賞味あれ外

日　時　１１月２２日（土）

　　　　午前１０時～正午

対　象　児童と保護者／３０名程度

参加料　１００円

持ち物　エプロン・三角巾

申　込　参加料を添え児童館へ

　　　　(電話不可)

 

算ママ講座

　保健師さんと栄養士さんがママの

相談にのってくれます。お子さんを

遊ばせながら聞けるし、レシピや試

食を用意してありますのでぜひ外

テーマ

　「風邪撃退法！早期予防！」

　「風邪をひいたらどうする？」

期　日　１１月７日（金）

対　象　幼児と保護者／３０名程度

参加無料

申　込　児童館へ

茅　茅　茅

恭あかつか児童センター

　１８歳以下の皆さんのための施設で

す。日曜・祝日を除く午前８時３０分

～午後５時３０分まで利用できます。

算幼児教室

　　うたをうたったり、リズム遊び、

工作、体育館でかけっこ、えのぐ遊

びなど、お家ではちょっと…の体験

もしてほしいと思っています。

　一度、遊びに来てみてください。

日　時

　斬毎週水曜日

　…うさぎぐみ（０･１･２歳）

　斬毎週木曜日

　…ひまわりぐみ（３・４歳）

　午前１０時３０分～１１時３０分

算警察からのお話

　不審者のことや、自転車の安全な

乗り方など、子どもを守るためのお

話をしてくれます。

日　時　１１月６日（木）

　　　　午前１０時３０分～１１時３０分

参加無料・申込不要

算折り紙教室

日　時　１１月１１日（火）

　　　　午前１０時～正午

　　　　午後３時３０分～５時

対　象　１８歳以下の児童

参加無料・申込不要

算工作教室

日　時　１１月１８日（火）

　　　　　　１９日（水）

　　　　　　２０日（木）

　　　　午後３時～５時

対　象　１８歳以下の児童

参加無料・申込不要

午前中ご利用くださる皆さんへ

月曜日…おえかき・ぬりえコーナー

火曜日…つみきであそぼうコーナー

金曜日…ボールプールコーナー

など、用意してお待ちしています

　　　　　　　　　　　　　(̂_̂)/

狂その他たくさんのイベントが

あります。詳しくは問い合わせ

ください。

（22）
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毅
毅
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毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
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毅
毅
毅
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毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅
毅

自然にふれる

　外に出て自然とふれあう体験は、乳幼

児期にはとても大切なことです。この季

節、外に出ればたくさんの落ち葉や木の

実が子どもたちを待っています。まだ歩

くことのできない赤ちゃんでも、落ち葉

の上に座らせ、上から葉っぱを降らせて

みたりしてください。そして歩けるよう

になったら、落ち葉の上を歩くだけでそ

の感触や匂いや音などが楽しめるように

なるでしょう。もう少し大きい子には、

落ち葉や木の実を使ってのおままごとを

お勧めします。むずかしいことを考えず

に、大人も一緒になって自然を楽しんで

ください。

　ただ、毛虫やトゲのある植物には気を

つけましょう。特に０・１・２歳の子ど

もたちは、何でも触ったり口へ運んだり

するのが得意です。危険な物がないか、

大人が注意を払ってあげてください。だ

からといって、最初からすべてに対して

「見るだけね」「触っちゃだめ！」ばかりで

は、自然とふれあうことにはならないの

で、上手なつき合い方も伝えていきたい

ものですね。

　私自身、この野木町の豊かな自然に囲

まれ草花や小さな生物とふれあいながら

育ちました。保育者になった現在、子ど

もたちと遊んでいると、四季の変化や虫

を捕った瞬間などに、ふと幼い頃の思い

出がよみがえり、あたたかい気持ちにな

ります。草や土の香り、虫を触った感触

など、乳幼児期に培った五感を通しての

体験は、心の栄養となり、かけがえのな

い財産となっていくでしょう。

　子どもたちが大人になった時に、ふと

思い出すと心がじんわりと温かくなるよ

うな自然体験のお手伝いができるような

大人でありたいですね。

丸林保育所保育士　新井小波子

おすすめ朝ごはん！ 

「包丁いらずの簡単スープ」

算材料（4人分）

乾燥わかめ（汁物にそのまま入れられる

タイプのもの）…５ｇ

しめじ…５０ｇ

水…６００cc

中華スープの素…小さじ２杯

塩、こしょう、しょうゆ…適量

算作り方

①鍋に水を入れふたをして、火にかける。

②沸騰したら、食べやすくほぐしたしめ

じを入れる。

③しめじに火がとおったら、スープの素

と乾燥わかめを入れ、味を調える。

〈ひとこと〉

　寒い季節になりました。朝ごはんに、

温かいスープを紹介します。このスープ

は包丁を使わず、簡単にでき、海藻やき

のこの食物繊維やミネラルがとれます。

季節の野菜や卵を加えると、さらに栄養

価もアップします。

　スープで体を温めて、

　　　　　　「いってらっしゃ～い♪」

町食生活改善推進員会

（1人分）
エネルギー 3kcal
タンパク質 0.4g
脂質 0.1g
炭水化物 1.0g
カルシウム 8mg
鉄 0.1mg
塩分 1.2g
食物繊維 0.7g



古
河
市

算
第
３
回
古
河
菊
ま
つ
り

　
大
輪
を
咲
か
せ
る
「
盆
養
」や
色
と
り
ど
り
の
菊

花
が
所
狭
し
と
咲
き
誇
る
「
総
合
花
壇
」
な
ど
、
約

１
５
０
０
鉢
の
さ
ま
ざ
ま
な
菊
花
を
趣
向
を
凝
ら

し
て
展
示
し
ま
す
。

期
　
間
　
　
月
　
日
（
日
）
ま
で

１１

２３

　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

会
　
場
　
ネ
ー
ブ
ル
パ
ー
ク

　
　
　
　
（
古
河
市
駒
羽
根
６
２
０
）

問
観
光
物
産
課
　
　
　
　
　
　
撒
（
　
）
３
１
１
１

９２

北
川
辺
町

算
新
そ
ば
試
食
会

　
北
川
辺
産
そ
ば
の
収
穫
に
あ
わ
せ
て
試
食
会
を

行
い
ま
す
。
こ
の
時
期
限
定
の
緑
色
に
染
ま
る
風

味
豊
か
な
新
そ
ば
を
ぜ
ひ
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
　
月
　
日
（
日
）午
前
　
時
～
午
後
２
時

１１

２３

１０

会
　
場
　
ラ
イ
ス
パ
ー
ク

内
　
容

・
新
そ
ば
実
演
販
売

・
地
元
農
産
物
お
よ
び
手
作
り
加
工
品
の
直
売

問
ラ
イ
ス
パ
ー
ク
　
　
　
　
　
撒
（
　
）
４
３
４
９

６２
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三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報

三
国
サ
ミ
ッ
ト

イ
ベ
ン
ト
情
報
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Topics～町の話題・投稿～

（25）

酸
れ
ん
げ
の
里
　
川
田

代
表
　
鈴
木
敏
男

　
れ
ん
げ
の
里
川
田
で
は
、
今
年

度
か
ら
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向

上
対
策
事
業
に
参
加
し
ま
し
た
。

そ
し
て
、
１
回
目
と
な
る
生
き
物

調
査
を
８
月
　
日
に
実
施
し
ま
し

３０

た
。
佐
川
野
小
学
校
の
児
童
　
名
１４

を
含
む
総
勢
　
名
で
、
田
ん
ぼ
と

２４

水
路
を
中
心
に
調
査
を
行
い
、
た

く
さ
ん
の
生
き
物
を
発
見
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
夏
休
み
の
良
い
思
い
出

に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

〈
参
加
者
の
感
想
〉

「
今
回
、
初
め
て
生
き
物
を
捕
ま

え
ま
し
た
。
昔
よ
り
生
き
物
の
数

が
減
っ
て
い
る
と
聞
い
て
び
っ
く

り
し
ま
し
た
。
ま
た
生
き
物
た
ち

が
い
っ
ぱ
い
住
め
る
よ
う
に
、
田

ん
ぼ
や
水
路
を
き
れ
い
に
し
て
い

き
た
い
で
す
」

〈
参
加
者
の
感
想
〉

「
い
つ
も
よ
く
見
て
い
る
水
路
だ

け
ど
、
探
し
て
み
る
と
い
ろ
い
ろ

な
生
き
物
が
い
る
こ
と
に
驚
き
ま

し
た
。
こ
の
生
き
物
た
ち
が
住
み

や
す
い
環
境
を
こ
れ
か
ら
も
み
ん

な
で
力
を
合
わ
せ
て
守
っ
て
い
き

た
い
で
す
」

「
子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
自
然
に

気
付
き
、
親
し
む
機
会
を
設
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
あ
る
環

境
を
今
後
も
残
し
て
い
け
る
よ
う
、

地
域
全
体
で
協
力
し
合
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
子
ど

も
た
ち
が
大
人
に
な
っ
た
時
に
、

同
じ
よ
う
に
こ
の
自
然
を
守
っ
て

い
っ
て
も
ら
い
た
い
も
の
で
す
」

生
き
物
調
査
実
施
報
告

町
産
業
課

　
農
地
・
水
・
環
境
保
全
の
向
上

対
策
事
業
の
一
環
と
し
て
、
生
き

物
調
査
を
町
内
の
２
地
区
で
実
施

い
た
し
ま
し
た
。

　
両
地
区
と
も
天
候
に
も
恵
ま
れ

有
意
義
な
調
査
を
実
施
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
両
地
区
の
代
表
の

方
か
ら
調
査
実
施
報
告
と
参
加
さ

れ
た
皆
さ
ん
の
感
想
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
の
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

酸
み
ど
り
の
里
　
川
西

代
表
　
渡
邉
和
也

　
昨
年
に
引
き
続
き
、
２
回
目
と

な
る
生
き
物
調
査
を
８
月
　
日
に

１０

実
施
し
ま
し
た
。
友
沼
小
学
校
の

児
童
７
名
を
含
む
総
勢
　
名
で
、

３４

水
路
を
中
心
に
調
査
を
行
い
、
カ

エ
ル
や
メ
ダ
カ
な
ど
多
く
の
生
き

物
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
　
今
回
は
、
２
回
目
と
い
う
こ
と

も
あ
り
、
昨
年
度
以
上
に
充
実
し

た
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

マ
イ
タ
ウ
ン
ス
ポ
ー
ツ
 

卓
球
の
町
事
業

　
９
月
６
日
・
７
日
、
栃
木
県
出

身
で
元
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
の
田

崎
俊
雄
さ
ん
を
迎
え
、
卓
球
指
導

者
な
ら
び
に
ジ
ュ
ニ
ア
に
対
す
る

講
習
会
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

基
本
練
習
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
仕

方
な
ど
を
細
や
か
に
実
演
を
交
え

て
熱
心
に
指
導
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
田
崎
さ
ん
の
サ
ー
ブ
や
ス
マ
ッ

シ
ュ
に
参
加
者
は
感
動
し
た
よ
う

で
す
。
こ
れ
か
ら
の
練
習
や
試
合

に
生
か
さ
れ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ

う
。
お
忙
し
い
中
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

　
町
は
「
卓
球
の
野
木
町
」と
い
う

ス
ロ
ー
ガ
ン
を
掲
げ
、
今
後
も
卓

球
愛
好
者
を
増
や
し
て
競
技
力
の

ア
ッ
プ
や
健
康
増
進
に
繋
げ
て
い

き
ま
す
。

「
短
い
時
間
で
し
た
が
、
生
き
物

の
多
さ
に
驚
き
を
感
じ
ま
し
た
。

今
後
も
農
薬
や
肥
料
な
ど
い
ろ
い

ろ
と
工
夫
し
な
が
ら
、
こ
の
環
境

を
子
ど
も
た
ち
の
為
に
も
守
っ
て

い
き
た
い
で
す
。
今
年
度
は
初
め

て
と
い
う
こ
と
も
あ
り
多
少
不
備

も
あ
り
ま
し
た
が
、
次
年
度
は
よ

り
充
実
し
た
調
査
に
し
た
い
と
思

い
ま
す
」

道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
 

作
業
実
績
報
告

　
８
月
の
道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
に

合
わ
せ
、
区
・
自
治
会
の
ご
協
力

の
も
と
、
町
内
全
域
で
道
路
清
掃

等
の
運
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
町
内
全
域
で
５
４
７
５
名
に
ご

参
加
い
た
だ
き
、
道
路
を
き
れ
い

に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

☆
草
刈
り
小
枝
切
り
作
業
総
延
長
 

額
約
１
６
４
㎞
 

☆
回
収
し
た
草
、
ゴ
ミ
額
約
８
t

　
み
ん
な
が
道
路
を
気
持
ち
よ
く

使
え
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
協
力

し
合
い
ま
し
ょ
う
。町

都
市
整
備
課
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祝
ご
長
寿
鎧

　
寺
内
藤
四
郎
さ
ん
（
友
西
）

　
新
１
０
０
歳
と
し
て
内
閣
総
理

大
臣
及
び
県
知
事
か
ら
の
祝
状
と

記
念
品
を
伝
達
い
た
し
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

８
０
２
０
運
動
表
彰

「
８
０
２
０
運
動
」
と
は
、　

歳
８０

に
な
っ
て
も
、
健
康
な
自
分
の
歯

を
　
本
以
上
残
そ
う
と
い
う
運
動

２０
で
す
。

　
小
山
歯
科
医
師
会
及
び
町
で
は
、

８
０
２
０
運
動
の
普
及
啓
発
を
目

標
に
対
象
者
を
表
彰
し
て
い
ま
す
。

　
去
る
　
月
２
日
、
町
役
場
に
て

１０

本
年
度
対
象
の
４
名
の
表
彰
を
行

い
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
も
　
歳
に
な
っ
て
も
自

８０

分
の
歯
を
残
す
た
め
、
食
事
後
３

分
以
上
の
歯
み
が
き
を
心
が
け
ま

し
ょ
う
。

町
健
康
福
祉
課

楽
し
い
梨
狩
り
体
験
！
 

～
ア
グ
リ
ツ
ア
ー
　
野
木
～

in

　
９
月
　
日
、
友
沼
の
渡
辺
忠
夫

１５

さ
ん
の
梨
園
で
、
町
認
定
農
業
者

協
議
会
（
会
長
折
原
勝
夫
さ
ん
）主

催
の
消
費
者
と
の
交
流
会
が
開
催

さ
れ
、
約
　
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

５０

　
梨
の
収
穫
体
験
の
前
に
は
Ｊ
Ａ

の
選
果
場
に
行
き
、
梨
の
選
別
状

況
を
見
学
し
ま
し
た
。
梨
の
出
荷

状
況
の
一
部
を
見
て
、
参
加
し
た

小
学
生
は
「
き
れ
い
に
梨
が
並
ん

で
、
お
団
子
み
た
い
」
と
興
味
津

々
で
し
た
。
そ
の
後
、
農
園
に
て

梨
狩
り
を
行
い
、
試
食
の
梨
を
口

に
し
て
「
取
れ
た
て
の
梨
は
み
ず

み
ず
し
い
！
」
と
微
笑
ん
で
い
ま

し
た
。

　
昼
食
を
交
え
て
の
農
業
者
と
の

交
流
で
は
、
普
段
の
農
作
業
の
状

況
や
、
町
内
農
業
の
状
況
を
聞
き
、

参
加
者
は
あ
ら
た
め
て
農
業
の
大

切
さ
を
実
感
し
た
よ
う
で
す
。

笑
顔
は
じ
け
る
運
動
会

　
９
月
　
日
、
爽
や
か
な
秋
晴
れ

２４

の
下
、
丸
林
保
育
所
の
運
動
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
お
遊
戯
や
親
子
競
技
な
ど
、
演

じ
る
子
ど
も
た
ち
も
、
見
て
い
る

家
族
も
楽
し
め
る
、
工
夫
を
凝
ら

し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
、
会
場
は
た

く
さ
ん
の
笑
顔
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　
お
父
さ
ん
、
お
母
さ
ん
の
温
か

い
声
援
を
受
け
、
子
ど
も
た
ち
は

こ
の
日
の
た
め
に
毎
日
練
習
し
て

き
た
成
果
を
思
う
存
分
発
揮
す
る

こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
す
。

　
９
月
　
日
、
町
役
場
駐
車
場
に

１０

お
い
て
、
全
国
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
引

き
継
ぎ
式
及
び
内
閣
府
特
命
担
当

大
臣
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
伝
達
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
内
閣
府
か
ら
委
嘱
を

受
け
た
社
団
法
人
全
国
交
通
安
全

母
の
会
連
合
会
が
、
全
国
を
キ
ャ

ラ
バ
ン
（
広
報
車
に
よ
る
巡
回
広

報
）
し
な
が
ら
内
閣
府
特
命
担
当

大
臣
か
ら
の
交
通
安
全
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
伝
達
し
、
交
通
安
全
意
識
の

高
揚
を
図
り
、
交
通
事
故
防
止
に

寄
与
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
当
日
は
、
埼
玉
県
か
ら
キ
ャ
ラ

バ
ン
隊
の
引
き
継
ぎ
を
受
け
、
そ

の
後
、
栃
木
県
交
通
安
全
母
の
会

連
合
会
齋
藤
会
長
よ
り
内
閣
府
特

命
担
当
大
臣
（
交
通
対
策
本
部
長
）

か
ら
の
交
通
安
全
対
策
の
一
層
の

推
進
に
つ
い
て
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
終
了
後
、
交
通
安
全
母
の

会
会
員
な
ど
約
　
名
の
参
加
者
に

５０

見
送
ら
れ
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
県
内

各
市
町
へ
と
出
発
し
ま
し
た
。

みんなですすめよう 

交通安全鎧

前
列
右
酸
長
島
シ
ゲ
さ
ん
、
前
列
左
酸
松

田
貞
子
さ
ん
、
後
列
右
酸
山
村
利
雄
さ
ん
、

後
列
左
酸
片
柳
仁
三
郎
さ
ん



　
投
稿
　
潤
島
句
会

　
〈
短
歌
〉

　
鎌
倉
の
　
小
学
唱
歌
も
　
懐
か
し
き

　
　
　
　
　
　
　
木
造
校
舎
の
　
古
き
オ
ル
ガ
ン
　
　
　
柏
原
健
太
郎

　
成
績
簿
　
バ
ー
バ
に
見
せ
て
　
励
ま
さ
れ

　
　
　
　
　
　
　
照
れ
臭
そ
う
な
　
孫
の
可
愛
さ
　
　
　
小
口
　
慶
子

　
亡
き
母
の
　
年
を
越
え
た
る
　
我
が
姿

　
　
　
　
　
　
　
自
分
の
老
い
に
　
笑
み
と
気
力
を
　
　
関
口
　
嘉
子

　
日
光
や
　
月
光
菩
薩
　
其
の
姿

　
　
　
　
　
　
　
伝
統
日
本
の
　
守
り
神
な
り
　
　
　
　
根
日
屋
国
男

　
行
き
ず
り
の
　
山
路
の
人
と
　
語
る
と
き

　
　
　
　
　
　
　
長
く
む
つ
み
し
　
友
の
如
く
に
　
　
　
結
城
　
利
治

　
〈
俳
句
〉

　
日
々
散
り
て
　
日
々
新
ら
し
き
　
日
日
草
　
　
　
　
　
橋
本
　
澄
子

　
思
川
　
流
れ
を
見
れ
ば
　
秋
の
雲
　
　
　
　
　
　
　
　
秋
元
　
映
子

　
匂
い
し
て
　
振
り
向
か
さ
れ
て
　
金
も
く
せ
い
　
　
　
今
西
　
暁
子

　
虫
の
音
や
　
夏
惜
し
む
よ
な
　
月
見
か
な
　
　
　
　
　
金
市
　
春
子

　
靖
国
の
　
き
ざ
は
し
昇
り
　
兄
偲
ぶ
　
　
　
　
　
　
　
松
永
　
廣
吉

　
 犬
  吠
 の
　
秋
波
荒
く
　
岩
を
か
み
　
　
　
　
　
　
　
　
馬
場
　
　
茂

い
ぬ
 ぼ
う

　
風
鈴
や
　
気
ま
ゝ
な
風
と
　
遊
び
を
り
　
　
　
　
　
　
小
島
　
文
子

　
雷
雨
来
る
　
稲
穂
喜
び
　
騒
ぎ
立
つ
　
　
　
　
　
　
　
石
塚
　
信
一

　
子
の
家
族
　
巣
立
の
ご
と
く
　
転
居
せ
り
　
　
　
　
　
伊
藤
　
　
文

Topics～町の話題・投稿～
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た
二
文
字
で
し
た
が
、
今
回
ほ
ど

身
を
も
っ
て
意
識
し
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
れ
も
今
回

の
敬
老
会
に
自
身
が
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
け
た
お
陰
か
な
と
も
思
っ

て
お
り
ま
す
。
私
も
、「
こ
れ
か
ら

の
一
日
一
日
を
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
輝
か
せ
て
生
き
て
い
か
ね
ば
」

と
、
そ
ん
な
積
極
的
な
気
持
ち
を

抑
え
る
こ
と
が
で
き
ず
に
筆
を
と

り
ま
し
た
。
何
を
隠
そ
う
あ
と
２

年
後
に
は
、
私
も
敬
老
会
に
招
待

さ
れ
る
年
齢
に
達
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
先
輩
諸
氏
、
そ
の
と
き

に
は
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
　
今
日
も
、
か
け
が
え
の
な
い

「
 生
命
 」の
お
陰
で
一
日
を
一
生
懸

い
の
ち

命
生
き
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

明
日
も
素
敵
な
こ
と
に
め
ぐ
り
あ

い
良
き
一
日
に
な
り
ま
す
よ
う
に
、

感
謝
の
気
持
ち
を
大
切
に
し
て
過

ご
し
て
生
き
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　
私
は
、
こ
の
敬
老
会
の
中
の
お

楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
あ
る
ア
ト
ラ

ク
シ
ョ
ン
（
昨
年
ま
で
は
プ
ロ
の

タ
レ
ン
ト
が
出
演
）
の
ス
タ
ッ
フ

と
し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
素
人
に
よ
る

手
づ
く
り
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
は

初
め
て
の
試
み
と
聞
き
及
び
、「
こ

れ
は
絶
対
に
失
敗
は
許
さ
れ
な
い

な
…
」
と
い
う
思
い
を
強
く
い
た

し
ま
し
た
。
本
番
前
も
さ
る
こ
と

な
が
ら
、
出
番
を
迎
え
た
後
も
、

正
直
言
っ
て
「
あ
と
１
曲
、
あ
と

１
曲
」
と
気
が
気
で
は
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
で
す
か
ら
、
な
ん
と

か
無
事
に
終
わ
る
こ
と
が
で
き
た

と
き
の
安
堵
感
た
る
も
の
は
、
何

事
に
も
替
え
が
た
い
も
の
が
あ
り

ま
し
た
。

　
「
敬
老
」。
私
自
身
、
今
ま
で
は

さ
ほ
ど
気
に
も
留
め
て
い
な
か
っ

投
稿
 

町
敬
老
会
に
参
加
し
て

須
田
　
栄

　
９
月
４
日
に
町
の
敬
老
会
が
エ

ニ
ス
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

町
主
催
の
敬
老
会
へ
の
招
待
は
、

　
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
々
で
す
。

７１誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
一
口
に
　
歳
と
申
し
ま
し
て
も
、

７１

そ
の
歩
ん
だ
歳
月
に
は
、
激
動
の

昭
和
を
体
験
さ
れ
、
幾
多
の
苦
労
、

喜
怒
哀
楽
等
々
、
数
知
れ
な
い
経

験
を
味
わ
っ
て
来
ら
れ
た
で
あ
ろ

う
こ
と
を
拝
察
い
た
し
ま
す
。
若

輩
の
身
と
い
た
し
ま
し
て
、
先
輩

諸
氏
に
労
い
と
同
時
に
感
謝
の
気

持
ち
を
禁
じ
得
ま
せ
ん
。

　
現
在
、
野
木
町
に
は
３
０
０
０

人
を
超
え
る
高
齢
者
の
方
々
が
元

気
で
お
過
ご
し
と
の
こ
と
を
式
典

で
知
り
ま
し
た
。
贈
る
言
葉
は
、

「
お
め
で
と
う
」の
他
に
ど
の
よ
う

な
も
の
が
ご
ざ
い
ま
し
ょ
う
か
。

本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

町内の犯罪発生件数

1空き巣
９
月
累
計

0自動車盗

0車上ねらい

3自転車盗

14
(-10)

空き巣
（増減）

　
年
累
計
（
前
年
比
）

２０

4
(-18)

自動車盗
（増減）

19
(-12)

車上ねらい
（増減）

27
(-7)

自転車盗
（増減）

町内の交通事故

6件数９
月
累
計

0死者

11傷者

79
(-13)

件数
（増減）
　
年
累
計
（
前
年
比
）

２０

1
(-1)

死者
（増減）

97
(-17)

傷者
（増減）

町内の救急出場

59
出場
件数

９
月
累
計 54
搬送
人員

434
(-5)

出場
件数
（増減）

　
年
度
累
計
（
前
年
比
）

２０

388
(-10)

搬送
人員
（増減）

１０月１日現在

人 口 男 12,684人

女 12,942人

計 25,626人

世帯数      8,932

町の人口

今月の納期

第５期
第５期

第５期

国民健康保険税
介護保険料

後期高齢者
医療保険料



GGGGGGaaaaaalllllllllllleeeeeerrrrrryyyyyy
ギャラリー

　「二人でこのコーナーに出たかったなあ…」と、昨年亡

くなった夫を偲ぶ。「寂しいこともあるけど、家族が大

切にしてくれるから今はとっても幸福よ」と、感謝を忘

れず。高齢者サロン（紫会）で１日中、同年代のお友達と

のおしゃべりや健康体操などを楽しむ。「良い人ばっか

りで入会してよかったわ」と、毎週火曜日が待ち遠しく

てたまらない。

　トモ子さんは、個性派女優として活躍中の酒井若菜さ

んのおばあちゃん。若菜さんの出演するドラマは欠か

さず。「孫がテレビに出るようになるなんて夢みたいね」

と頬を緩めた。

平
成
　
年
　
月
１
日
発
行
　
広
報
の
ぎ
（
４
４
６
号
）
鞄
発
行
　
野
木
町
　
蒲
編
集
　
野
木
町
広
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　今、やんちゃ盛りの孫は“チャンバラ”にはまり、

この日も朝から刀を片手にチャンバラごっこ外楽しい
かけ声が風と共に響きわたったある夏の日の思い出の

１枚です。撮影場所：野木神社

　組紐は丸台と呼ばれる台の上で、玉に巻

いた糸を組んでいきます。同じ組み方でも

糸の色で全く違う模様に見えたりします。

できあがったものは帯締めだけでなく、キ

ーホルダー・携帯ストラップ・帽子止め・

メガネチェーンなどにも活用しています。

　今は２４玉で組んでいますが、玉数が多

くなるとなかなか上手に組めずに先生のお

世話になったりしています。ゆっくりと時

間をかけて仕上げて、素晴らしい作品がで

きるよう楽しみながら続けていきます。
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